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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

6
月
26
日（
土
）・6
月
27
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
木
）・
18
日（
金
）・
２9
日

（
火
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

９
日（
金
）・
20
日（
火
）・
２9
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

５
月
３１
日
が
納
期
限
で
し
た
が
、８

月
上
旬
頃
ま
で
役
場
会
計
課
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

ま
た
、不
動
産
取
得
税
等
他
の
県
税

も
納
付
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利

用
下
さ
い
。

町
県
民
税
１
期

納
期
限
は
6
月
３0
日（
水
）で
す

月
6

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

6
月
の
支
払
日

7
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
は
会
計
課
で

納
付
で
き
ま
す

66 有
料
広
告

令和3年成人式開催令和3年成人式開催

新型コロナウイルス感染拡大防止対策により
1月から5月へ延期し、マスク着用・消毒・検温表を
確認の上、5月2日、文化ホールにて開催しました。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策により
1月から5月へ延期し、マスク着用・消毒・検温表を
確認の上、5月2日、文化ホールにて開催しました。

人口
　男
　女
世帯

（　11）
（　 1）
（　10）
（　 3）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,909人
3,402人
3,507人
3,269世帯

転入  11人/  出生 1人
転出  14人/  死亡 9人

（5月1日現在）

（4月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No782

月月

有
料
広
告

4月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（敏　子）
（小井圡潔）
（村山久美子）
（重　章）
（誠　司）
（文　子）
（永井勝）

下　町
下　町
中　央
大桑原
宮　室
小　川
東　町

伊原　昇一
中島　友子
飯野　幸雄
上原　進　
今井　まさ子
小金澤　よし
黒澤　ケイ

プライド・イン
次世代を担う
地域の宝

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
高　橋　豪太朗  　（高崎市）
小井圡　結羽　 　 （大　坂）｛

　　　　　 
●新型コロナウイルスワクチンについて・・・・・・・・・・・P4～P5
●地域応援商品券を発送します・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6
●成人式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P24

トピックス

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※
当面の間
10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※
当面の間

営
業
時
間

急
募

皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。

いっしょに働きませんか？パート・社員大募集!!いっしょに働きませんか？パート・社員大募集!!
【パート】若干名　年齢不問
①フロント②レストランホール③洗い場④清掃
時給９００円　土日祝は９５０円　１８時以降　１,０００円　土日祝は　１,０５０円
【社員】
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

【パート】若干名　年齢不問
①フロント②レストランホール③洗い場④清掃
時給９００円　土日祝は９５０円　１８時以降　１,０００円　土日祝は　１,０５０円
【社員】
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

憩いと癒しのひとときを当館で憩いと癒しのひとときを当館で

営業時間短縮のお知らせ営業時間短縮のお知らせ

●お問い合わせ　下仁田町大字南野牧9326-1　☎0274-67-5577



3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

令和２年度の下半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

国庫支出金

町税

町債

県支出金

各種交付金

繰越金

繰入金

寄附金

その他

25億円 20億円 15億円 10億円 5億円 0

　一般会計の当初予算額は51億7,600万円でしたが、その後の補正予
算（12億5,136万円）と前年度の繰越事業分（歳入5億2,636万円）
を合わせて３月３１日の予算現額は69億5,372万円となっておりま
す。

歳　入
24億9,970万円
24億9,970万円

令和３年３月31日現在
人口 6,920 人
男 3,403 人
女 3,517 人
世帯数 3,266 戸

8億1,707万円
8億1,028万円

17億9,152万円
15億2,468万円

8億0,590万円
2億7,720万円

4億2,472万円
1億8,207万円

2億7,690万円
2億7,690万円

9,524万円
9,524万円

1億1,035万円
1億1,075万円

6,160万円
5,930万円

民生費

総務費

衛生費

公債費

災害復旧費

土木費

教育費

消防費

農林水産費

商工費

議会費等
0 3億円 6億円 9億円 12億円 15億円 18億円

歳　出
18億2,832万円

17億4,420万円
12億4,392万円

8億2,062万円

4億6,092万円
4億1,966万円

7億7,908万円
7億5,653万円

5億5,493万円
2億7,921万円

6億3,886万円
6億3,886万円

5億0,104万円
3億6,276万円

3億7,306万円
3億3,461万円
3億6,723万円

2億6,862万円
1億1,742万円
8,694万円
8,894万円
7,409万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

69億5,372万円
57億8,610万円
83.2%
支出済額
予算現額

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

69億5,372万円
58億3,612万円
83.9%
収入済額
予算現額

※未収・未払いを整理する出納整理期間（
４月１日～５月３１日）の収入・支出を含
めた令和２年度の決算は、広報しもにた１
１月号でお知らせいたします。

行政情報行政情報

◎町債（借入金）の状況

2億5,234万円

※一般会計債のみ

54億1,035万円

新規発行額 償還額

令和２年度中増減見込額
令和２年度末残高

6億8,717万円

0万円

7,829万円

2,430万円

3,311万円

8,155万円

3,803万円

1億3,016万円

0万円

74万円

1億8,753万円

6億1,599万円

0万円

1億2,787万円

1億0,950万円

770万円 4,228万円 1億9,602万円

令和元年度末
残高

0万円

5,920万円

4,700万円

1,660万円

2億1,910万円

8,540万円

1,480万円

22億0,910万円

0万円

5億0,089万円

1億4,656万円

3億1,903万円

7億0,175万円

3億2,745万円

7億5,721万円

民生債

教育債

諸支出金債

災害復旧債

臨時財政対策債等

合計

区分

総務債

衛生債

農林水産業債

商工債

土木債

消防債

0万円

1億2,521万円

53億3,917万円

2億3,060万円

22億8,713万円

0万円

5億1,998万円

1億2,386万円

3億3,554万円

5億6,420万円

2億8,008万円

8億7,257万円

0万円

◎町民負担の状況

町民一人当たりの負担額など

１世帯当たりの負担額など

※　町税負担額は、収入済額で算出
　　町債残高は、一般会計債の年度末残高見込額で算出
　　基金残高は、一般会計に属する基金の年度末残高見込額で算出

◎
一
般
会
計
に
属
す
る
基
金
の
状
況

〇上水道事業会計の状況

予算

執行額

予算

執行額

◎
特
別
会
計

◎公営企業会計

勘定科目
収益的収入
および支出

資本的収入
および支出

収

入

支

出

給水件数　　3,501件

区分
781,842 円

令和２年度末残高
14億0,968万円

1,465万円
5,469万円

3億3,807万円
8,934万円

区 分
財政調整基金 
減債基金 
ふるさと下仁田応援基金 
公共施設等整備基金 
ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金 
子育て支援基金 
水道事業基金 
森林環境譲与税基金 
道の駅しもにた基金 
都市計画区域公共施設等整備基金 
町営住宅敷金利子運用基金 
町立学校施設基金 
中西文庫基金 
荒船風穴基金 
下仁田町収入印紙等購買基金 
下仁田町用品調達基金 
合計 

基金残額町税負担額 町債残高
117,092 円

248,096 円

2,887万円

20億6,380万円

2億4,546万円

2億5,065万円

2億4,120万円

2億2,797万円

9,013万円

8,716万円

1億5,192万円

1億4,535万円

1,490万円

270万円
302万円

111万円
3,715万円
554万円
5,805万円
203万円

100万円
300万円

率行執出支率入収
%8.78%2.88
%9.19%1.69
%8.98%9.39
%8.26%1.55

介護保険
浄化槽整備事業

区　　　分
国民健康保険
後期高齢者医療

4,458万円7,094万円 3,912万円

収入済額
8億2,086万円
1億3,185万円

予算現額
9億3,099万円
1億3,714万円
14億0,127万円

支出済額
8億1,759万円
1億2,597万円
12億5,782万円13億1,616万円

298,237 円

1,656,568 円 631,904 円

7,072万円



3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

令和２年度の下半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

国庫支出金

町税

町債

県支出金

各種交付金

繰越金

繰入金

寄附金

その他

25億円 20億円 15億円 10億円 5億円 0

　一般会計の当初予算額は51億7,600万円でしたが、その後の補正予
算（12億5,136万円）と前年度の繰越事業分（歳入5億2,636万円）
を合わせて３月３１日の予算現額は69億5,372万円となっておりま
す。

歳　入
24億9,970万円
24億9,970万円

令和３年３月31日現在
人口 6,920 人
男 3,403 人
女 3,517 人
世帯数 3,266 戸

8億1,707万円
8億1,028万円

17億9,152万円
15億2,468万円

8億0,590万円
2億7,720万円

4億2,472万円
1億8,207万円

2億7,690万円
2億7,690万円

9,524万円
9,524万円

1億1,035万円
1億1,075万円

6,160万円
5,930万円

民生費

総務費

衛生費

公債費

災害復旧費

土木費

教育費

消防費

農林水産費

商工費

議会費等
0 3億円 6億円 9億円 12億円 15億円 18億円

歳　出
18億2,832万円

17億4,420万円
12億4,392万円

8億2,062万円

4億6,092万円
4億1,966万円

7億7,908万円
7億5,653万円

5億5,493万円
2億7,921万円

6億3,886万円
6億3,886万円

5億0,104万円
3億6,276万円

3億7,306万円
3億3,461万円
3億6,723万円

2億6,862万円
1億1,742万円
8,694万円
8,894万円
7,409万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

69億5,372万円
57億8,610万円
83.2%
支出済額
予算現額

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

69億5,372万円
58億3,612万円
83.9%
収入済額
予算現額

※未収・未払いを整理する出納整理期間（
４月１日～５月３１日）の収入・支出を含
めた令和２年度の決算は、広報しもにた１
１月号でお知らせいたします。

行政情報行政情報

◎町債（借入金）の状況

2億5,234万円

※一般会計債のみ

54億1,035万円

新規発行額 償還額

令和２年度中増減見込額
令和２年度末残高

6億8,717万円

0万円

7,829万円

2,430万円

3,311万円

8,155万円

3,803万円

1億3,016万円

0万円

74万円

1億8,753万円

6億1,599万円

0万円

1億2,787万円

1億0,950万円

770万円 4,228万円 1億9,602万円

令和元年度末
残高

0万円

5,920万円

4,700万円

1,660万円

2億1,910万円

8,540万円

1,480万円

22億0,910万円

0万円

5億0,089万円

1億4,656万円

3億1,903万円

7億0,175万円

3億2,745万円

7億5,721万円

民生債

教育債

諸支出金債

災害復旧債

臨時財政対策債等

合計

区分

総務債

衛生債

農林水産業債

商工債

土木債

消防債

0万円

1億2,521万円

53億3,917万円

2億3,060万円

22億8,713万円

0万円

5億1,998万円

1億2,386万円

3億3,554万円

5億6,420万円

2億8,008万円

8億7,257万円

0万円

◎町民負担の状況

町民一人当たりの負担額など

１世帯当たりの負担額など

※　町税負担額は、収入済額で算出
　　町債残高は、一般会計債の年度末残高見込額で算出
　　基金残高は、一般会計に属する基金の年度末残高見込額で算出

◎
一
般
会
計
に
属
す
る
基
金
の
状
況

〇上水道事業会計の状況

予算

執行額

予算

執行額

◎
特
別
会
計

◎公営企業会計

勘定科目
収益的収入
および支出

資本的収入
および支出

収

入

支

出

給水件数　　3,501件

区分
781,842 円

令和２年度末残高
14億0,968万円

1,465万円
5,469万円

3億3,807万円
8,934万円

区 分
財政調整基金 
減債基金 
ふるさと下仁田応援基金 
公共施設等整備基金 
ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金 
子育て支援基金 
水道事業基金 
森林環境譲与税基金 
道の駅しもにた基金 
都市計画区域公共施設等整備基金 
町営住宅敷金利子運用基金 
町立学校施設基金 
中西文庫基金 
荒船風穴基金 
下仁田町収入印紙等購買基金 
下仁田町用品調達基金 
合計 

基金残額町税負担額 町債残高
117,092 円

248,096 円

2,887万円

20億6,380万円

2億4,546万円

2億5,065万円

2億4,120万円

2億2,797万円

9,013万円

8,716万円

1億5,192万円

1億4,535万円

1,490万円

270万円
302万円

111万円
3,715万円
554万円
5,805万円
203万円

100万円
300万円

率行執出支率入収
%8.78%2.88
%9.19%1.69
%8.98%9.39
%8.26%1.55

介護保険
浄化槽整備事業

区　　　分
国民健康保険
後期高齢者医療

4,458万円7,094万円 3,912万円

収入済額
8億2,086万円
1億3,185万円

予算現額
9億3,099万円
1億3,714万円
14億0,127万円

支出済額
8億1,759万円
1億2,597万円
12億5,782万円13億1,616万円

298,237 円

1,656,568 円 631,904 円

7,072万円
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

※
１
回
目
の
接
種
後
、３
週
間
以
降
６

週
間
以
内
に
２
回
目
の
接
種
が
で
き

る
よ
う
に
予
約
日
を
決
め
て
く
だ
さ

い
。予
約
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、下

仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※

個
別
接
種
、集
団
接
種
と
も
に
予
約

が
必
要
で
す
。

※

１
回
目
接
種
、２
回
目
接
種
と
も
に

同
一
の
予
約
方
法
で
す
。

※

予
約
方
法
は
上
記
の
い
ず
れ
か
で

す
。医
療
機
関
や
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は

予
約
で
き
ま
せ
ん
。

※

電
話
・
L
I
N
E
と
も
に
代
理
で
の

予
約
も
可
能
で
す
。

※

予
約
時
に「
接
種
券
番
号
」「
生
年
月

日
」「
希
望
す
る
接
種
会
場
・
日
時
」を

確
認
し
ま
す
。

●
個
別
接
種
に
つ
い
て

　
富
岡
市
甘
楽
郡
内
の
協
力
医
療
機

関（
下
表
）で
接
種
で
き
ま
す
。接
種
可

能
な
曜
日
・
時
間
は
医
療
機
関
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。富
岡
市
甘
楽
郡
内
の

医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
予
約
に
つ
い

て
は
、接
種
す
る
病
院
や
所
在
地
の
自

治
体
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
は
、優
先
順
位
が
あ
り
、重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い
方
か
ら
順
に
接
種
し

ま
す
。左
記
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

の
う
ち
、一
般
の
方
よ
り
先
に
接
種
を

希
望
す
る
方
に
つ
い
て
は
接
種
券
を
発

行
し
ま
す
。

●
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
の
定
義

次
の
①
ま
た
は
②
に
当
て
は
ま
る
方

は
、優
先
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
次
の
い
ず
れ
か
の
病
気
や
状
態
の
方

で
、通
院
・
入
院
し
て
い
る
方

１
．慢
性
の
呼
吸
器
の
病
気

２
．慢
性
の
心
臓
病（
高
血
圧
を
含

む
。）

３
．慢
性
の
腎
臓
病

４
．慢
性
の
肝
臓
病（
肝
硬
変
等
）

５
．イ
ン
ス
リ
ン
や
飲
み
薬
で
治
療
中

の
糖
尿
病
又
は
他
の
病
気
を
併
発
し
て

い
る
糖
尿
病

６
．血
液
の
病
気（
た
だ
し
、鉄
欠
乏
性

貧
血
を
除
く
。）

７
．免
疫
の
機
能
が
低
下
す
る
病
気

（
治
療
中
の
悪
性
腫
瘍
を
含
む
。）

８
．ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
、免
疫
の
機
能
を

低
下
さ
せ
る
治
療
を
受
け
て
い
る

９
．免
疫
の
異
常
に
伴
う
神
経
疾
患
や

神
経
筋
疾
患

10
．神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患
が
原
因

で
身
体
の
機
能
が
衰
え
た
状
態（
呼
吸

障
害
等
）

11
．染
色
体
異
常

12
．重
症
心
身
障
害（
重
度
の
肢
体
不

自
由
と
重
度
の
知
的
障
害
と
が
重
複

し
た
状
態
）

13
．睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

14
．重
い
精
神
疾
患（
精
神
疾
患
の
治

療
の
た
め
入
院
し
て
い
る
、精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
、

又
は
自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医

療
）で「
重
度
か
つ
継
続
」に
該
当
す
る

場
合
）や
知
的
障
害（
療
育
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
場
合
）

②
基
準（
B
M
I
30
以
上
）を
満
た
す

肥
満
の
方

※

B
M
I
＝
体
重（
㎏
）÷
身
長（
ｍ
）

÷
身
長（
ｍ
）

※

B
M
I
30
の
目
安

身
長
１
７
０
㎝
で
体
重
約
87
㎏

身
長
１
６
０
㎝
で
体
重
約
77
㎏

●
申
込
方
法

　『
優
先
接
種
申
込
書
』を
提
出
す
る

か
、電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
今
月
の
広
報
と
一
緒
に
配

布
し
ま
す
。ま
た
、下
仁
田
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
提
出
・
連
絡
先
】

◯
郵
送

〒
３
７
０
―
２
６
０
１

下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
１
１
１
―
２

下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
推
進
係
　
あ
て

◯
メ
ー
ル

healthy@
tow
n.shim

onita.lg.jp

◯
F
A
X

０
２
７
４
―
70
―
３
０
１
３

◯
電
話

☎
０
２
７
４
―
82
―
５
４
９
０

（
受
付
時
間
：
平
日
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
）

●
申
込
期
限

令
和
３
年
６
月
18
日（
金
）

※

郵
送
の
場
合
は
期
限
必
着

●
注
意
事
項

・
接
種
の
可
否
に
つ
い
て
は
、事
前
に
か

か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
基
礎
疾
患
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

は
不
要
で
す
。

・
接
種
の
予
約
に
つ
い
て
は
、接
種
券
が

届
い
た
後
に
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
接
種
券
の
発
送
　
高
齢
者
の
接
種

後
７
月
中
の
予
定
で
す
。

◇下仁田町・南牧村

◇富岡市
下仁田厚生病院 大沢クリニック 佐藤医院 大沢クリニックなんもく分院

青葉クリニック アライクリニック 石川胃腸科医院 大竹外科胃腸科
加藤内科医院 久保田クリニック 小泉医院 香内医院
こすげレディスクリニック コマチクリニック 須藤医院 西毛病院
高井クリニック 滝田医院 たけべ医院 田村医院
富岡・成瀬医院 中野整形外科医院 細谷医院 細谷クリニック
宮崎医院
◇甘楽町
安藤医院 小幡医院 こがはらクリニック 篠原整形外科医院 原医院

和田クリニック

●
集
団
接
種
に
つ
い
て

　
６
月
の
集
団
接
種
の
予
約
は
予
定

数
に
達
し
ま
し
た
。（
５
月
13
日
時
点
）

　
７
月
の
集
団
接
種
は
７
月
４
日

（
日
）（
２
回
目
接
種
７
月
25
日
）に
実

施
し
ま
す
。（
要
予
約
）ま
た
、７
月
以

降
に
つ
い
て
も
集
団
接
種
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

●
接
種
当
日
の
持
ち
物
と
注
意
点

※

接
種
当
日
は「
接
種
券
」「
予
診
票
」

「
本
人
確
認
書
類
」が
必
要
で
す
。服
装

は
肩
を
出
し
や
す
い（
半
袖
に
な
れ
る
）

支
度
で
出
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※

接
種
券
は
シ
ー
ル
台
紙
に
印
刷
さ
れ

て
い
ま
す
が
、は
が
さ
ず
に
そ
の
ま
ま

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
後
の
注
意
点

　
現
在
接
種
に
使
用
し
て
い
る
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン（
コ

ミ
ナ
テ
ィ
）は
、筋
肉
内
注
射
の
た
め
、

痛
み
や
腫
れ
等
の
軽
い
副
反
応
は
頻
繁

に
現
れ
ま
す
が
、通
常
、数
日
以
内
に

治
り
ま
す
。必
要
に
応
じ
て
解
熱
鎮
痛

剤
を
服
用
す
る
な
ど
、し
ば
ら
く
様
子

を
み
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、こ
れ
ら
の
症

状
の
多
く
は
、１
回
目
の
接
種
よ
り
２

回
目
の
接
種
時
に
高
い
頻
度
で
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
基
本
的
な
感
染

予
防
対
策（
マ
ス
ク
の
着
用
、密
集・密

接
・
密
閉
の
回
避
、手
洗
い
、咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
等
）が
必
要
で
す
。

　
65
歳
以
上
の
方
へ
の
接
種
予
約
を
開
始
し
ま
し
た
が
、電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
が
続
き
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。　
ワ
ク
チ
ン
は
順
次
納
品
さ
れ
、引
き
続
き
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。希
望
す
る
方
は
全
員
接
種
が
う
け
ら
れ
ま
す
の

で
、あ
わ
て
ず
に
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

コロナワクチン接種相談・予約センター

LINE（スマートフォンアプリ）

☎0120-500-662
◇受付日時
月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時
※電話のかけ間違いに注意してください。

「富岡市公式LINEアカウント（ID:＠tomiokacity）」を友だち追加してください。
富岡市公式LINEアカウント（ID検索または右の二次元コードから登録できます。）
トーク画面のメニューから「新型コロナワクチン接種」を
選択し、送信されるメッセージに従って操作してください。

※スマートフォン版のLINEアプリのみ利用できます。PC、タブレットからの予約はできません。
※最新バージョンのOS及びLINEアプリでご利用ください。
※一部の機種からは予約ができない場合があります。※予約状況によって受付を停止する場合があります。

予
約
方
法

予
約
方
法

予
約
時
の
注
意

予
約
時
の
注
意

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
へ

〜
ご
注
意
く
だ
さ
い
〜

（
16
歳
〜
64
歳
の
方
）接
種
券
の
先
行
配
布
の
申
込
に
つ
い
て

富岡市公式
LINEアカウント

◇受付日時　終日

ワクチン接種についてワクチン接種について
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

※
１
回
目
の
接
種
後
、３
週
間
以
降
６

週
間
以
内
に
２
回
目
の
接
種
が
で
き

る
よ
う
に
予
約
日
を
決
め
て
く
だ
さ

い
。予
約
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、下

仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※

個
別
接
種
、集
団
接
種
と
も
に
予
約

が
必
要
で
す
。

※

１
回
目
接
種
、２
回
目
接
種
と
も
に

同
一
の
予
約
方
法
で
す
。

※

予
約
方
法
は
上
記
の
い
ず
れ
か
で

す
。医
療
機
関
や
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は

予
約
で
き
ま
せ
ん
。

※

電
話
・
L
I
N
E
と
も
に
代
理
で
の

予
約
も
可
能
で
す
。

※

予
約
時
に「
接
種
券
番
号
」「
生
年
月

日
」「
希
望
す
る
接
種
会
場
・
日
時
」を

確
認
し
ま
す
。

●
個
別
接
種
に
つ
い
て

　
富
岡
市
甘
楽
郡
内
の
協
力
医
療
機

関（
下
表
）で
接
種
で
き
ま
す
。接
種
可

能
な
曜
日
・
時
間
は
医
療
機
関
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。富
岡
市
甘
楽
郡
内
の

医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
予
約
に
つ
い

て
は
、接
種
す
る
病
院
や
所
在
地
の
自

治
体
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
は
、優
先
順
位
が
あ
り
、重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い
方
か
ら
順
に
接
種
し

ま
す
。左
記
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

の
う
ち
、一
般
の
方
よ
り
先
に
接
種
を

希
望
す
る
方
に
つ
い
て
は
接
種
券
を
発

行
し
ま
す
。

●
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
の
定
義

次
の
①
ま
た
は
②
に
当
て
は
ま
る
方

は
、優
先
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
次
の
い
ず
れ
か
の
病
気
や
状
態
の
方

で
、通
院
・
入
院
し
て
い
る
方

１
．慢
性
の
呼
吸
器
の
病
気

２
．慢
性
の
心
臓
病（
高
血
圧
を
含

む
。）

３
．慢
性
の
腎
臓
病

４
．慢
性
の
肝
臓
病（
肝
硬
変
等
）

５
．イ
ン
ス
リ
ン
や
飲
み
薬
で
治
療
中

の
糖
尿
病
又
は
他
の
病
気
を
併
発
し
て

い
る
糖
尿
病

６
．血
液
の
病
気（
た
だ
し
、鉄
欠
乏
性

貧
血
を
除
く
。）

７
．免
疫
の
機
能
が
低
下
す
る
病
気

（
治
療
中
の
悪
性
腫
瘍
を
含
む
。）

８
．ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
、免
疫
の
機
能
を

低
下
さ
せ
る
治
療
を
受
け
て
い
る

９
．免
疫
の
異
常
に
伴
う
神
経
疾
患
や

神
経
筋
疾
患

10
．神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患
が
原
因

で
身
体
の
機
能
が
衰
え
た
状
態（
呼
吸

障
害
等
）

11
．染
色
体
異
常

12
．重
症
心
身
障
害（
重
度
の
肢
体
不

自
由
と
重
度
の
知
的
障
害
と
が
重
複

し
た
状
態
）

13
．睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

14
．重
い
精
神
疾
患（
精
神
疾
患
の
治

療
の
た
め
入
院
し
て
い
る
、精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
、

又
は
自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医

療
）で「
重
度
か
つ
継
続
」に
該
当
す
る

場
合
）や
知
的
障
害（
療
育
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
場
合
）

②
基
準（
B
M
I
30
以
上
）を
満
た
す

肥
満
の
方

※

B
M
I
＝
体
重（
㎏
）÷
身
長（
ｍ
）

÷
身
長（
ｍ
）

※

B
M
I
30
の
目
安

身
長
１
７
０
㎝
で
体
重
約
87
㎏

身
長
１
６
０
㎝
で
体
重
約
77
㎏

●
申
込
方
法

　『
優
先
接
種
申
込
書
』を
提
出
す
る

か
、電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
今
月
の
広
報
と
一
緒
に
配

布
し
ま
す
。ま
た
、下
仁
田
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
提
出
・
連
絡
先
】

◯
郵
送

〒
３
７
０
―
２
６
０
１

下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
１
１
１
―
２

下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
推
進
係
　
あ
て

◯
メ
ー
ル

healthy@
tow
n.shim

onita.lg.jp

◯
F
A
X

０
２
７
４
―
70
―
３
０
１
３

◯
電
話

☎
０
２
７
４
―
82
―
５
４
９
０

（
受
付
時
間
：
平
日
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
）

●
申
込
期
限

令
和
３
年
６
月
18
日（
金
）

※

郵
送
の
場
合
は
期
限
必
着

●
注
意
事
項

・
接
種
の
可
否
に
つ
い
て
は
、事
前
に
か

か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
基
礎
疾
患
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

は
不
要
で
す
。

・
接
種
の
予
約
に
つ
い
て
は
、接
種
券
が

届
い
た
後
に
各
自
で
お
願
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ま
す
。

●
接
種
券
の
発
送
　
高
齢
者
の
接
種

後
７
月
中
の
予
定
で
す
。

◇下仁田町・南牧村

◇富岡市
下仁田厚生病院 大沢クリニック 佐藤医院 大沢クリニックなんもく分院

青葉クリニック アライクリニック 石川胃腸科医院 大竹外科胃腸科
加藤内科医院 久保田クリニック 小泉医院 香内医院
こすげレディスクリニック コマチクリニック 須藤医院 西毛病院
高井クリニック 滝田医院 たけべ医院 田村医院
富岡・成瀬医院 中野整形外科医院 細谷医院 細谷クリニック
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安藤医院 小幡医院 こがはらクリニック 篠原整形外科医院 原医院

和田クリニック

●
集
団
接
種
に
つ
い
て

　
６
月
の
集
団
接
種
の
予
約
は
予
定

数
に
達
し
ま
し
た
。（
５
月
13
日
時
点
）

　
７
月
の
集
団
接
種
は
７
月
４
日

（
日
）（
２
回
目
接
種
７
月
25
日
）に
実

施
し
ま
す
。（
要
予
約
）ま
た
、７
月
以

降
に
つ
い
て
も
集
団
接
種
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

●
接
種
当
日
の
持
ち
物
と
注
意
点

※

接
種
当
日
は「
接
種
券
」「
予
診
票
」

「
本
人
確
認
書
類
」が
必
要
で
す
。服
装

は
肩
を
出
し
や
す
い（
半
袖
に
な
れ
る
）

支
度
で
出
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※

接
種
券
は
シ
ー
ル
台
紙
に
印
刷
さ
れ

て
い
ま
す
が
、は
が
さ
ず
に
そ
の
ま
ま

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
後
の
注
意
点

　
現
在
接
種
に
使
用
し
て
い
る
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン（
コ

ミ
ナ
テ
ィ
）は
、筋
肉
内
注
射
の
た
め
、

痛
み
や
腫
れ
等
の
軽
い
副
反
応
は
頻
繁

に
現
れ
ま
す
が
、通
常
、数
日
以
内
に

治
り
ま
す
。必
要
に
応
じ
て
解
熱
鎮
痛

剤
を
服
用
す
る
な
ど
、し
ば
ら
く
様
子

を
み
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、こ
れ
ら
の
症

状
の
多
く
は
、１
回
目
の
接
種
よ
り
２

回
目
の
接
種
時
に
高
い
頻
度
で
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
基
本
的
な
感
染

予
防
対
策（
マ
ス
ク
の
着
用
、密
集・密

接
・
密
閉
の
回
避
、手
洗
い
、咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
等
）が
必
要
で
す
。

　
65
歳
以
上
の
方
へ
の
接
種
予
約
を
開
始
し
ま
し
た
が
、電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
が
続
き
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。　
ワ
ク
チ
ン
は
順
次
納
品
さ
れ
、引
き
続
き
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。希
望
す
る
方
は
全
員
接
種
が
う
け
ら
れ
ま
す
の

で
、あ
わ
て
ず
に
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

コロナワクチン接種相談・予約センター

LINE（スマートフォンアプリ）

☎0120-500-662
◇受付日時
月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時
※電話のかけ間違いに注意してください。

「富岡市公式LINEアカウント（ID:＠tomiokacity）」を友だち追加してください。
富岡市公式LINEアカウント（ID検索または右の二次元コードから登録できます。）
トーク画面のメニューから「新型コロナワクチン接種」を
選択し、送信されるメッセージに従って操作してください。

※スマートフォン版のLINEアプリのみ利用できます。PC、タブレットからの予約はできません。
※最新バージョンのOS及びLINEアプリでご利用ください。
※一部の機種からは予約ができない場合があります。※予約状況によって受付を停止する場合があります。

予
約
方
法

予
約
方
法

予
約
時
の
注
意

予
約
時
の
注
意

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
へ

〜
ご
注
意
く
だ
さ
い
〜

（
16
歳
〜
64
歳
の
方
）接
種
券
の
先
行
配
布
の
申
込
に
つ
い
て

富岡市公式
LINEアカウント

◇受付日時　終日

ワクチン接種についてワクチン接種について
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「
下
仁
田
町
応
援
商
品
券
」
第
２
弾

６
月
１
日
か
ら
利
用
ス
タ
ー
ト
！

「
下
仁
田
町
応
援
商
品
券
」
第
２
弾

６
月
１
日
か
ら
利
用
ス
タ
ー
ト
！

　
国
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
「
下
仁
田
町
応

援
商
品
券
」
を
住
民
１
人
１
万
円

分
配
布
し
ま
す
。
商
品
券
の
内
訳

は
、
小
規
模
店
舗
（
飲
食
店
含

む
）
専
用
券
７
，
０
０
０
円
分
、

共
通
券
３
，
０
０
０
円
分
と
な
り

ま
す
。

●
配
布
期
間

　
令
和
３
年
５
月
下
旬
か
ら
宅
配

業
者
に
よ
り
順
次
配
布
し
て
い
ま

す
。
２
週
間
程
度
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

●
有
効
期
間

　
令
和
３
年
６
月
１
日
（
火
）
〜

12
月
31
日
（
金
）

●
利
用
可
能
店
舗

　
利
用
可
能
店
舗
は
、
５
月
６
日

現
在
１
５
６
店
舗
で
、
商
品
券
と

同
封
す
る
店
舗
一
覧
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
町
Ｈ
Ｐ
で
も
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
可
能

店
舗
に
は
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ

ま
す
。

●
そ
の
他

・
商
品
券
を
紛
失
、
破
損
し
た
場

合
、
い
か
な
る
場
合
も
再
交
付
は

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
換
金
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
商
品
券
が
届
き
ま
し
た
ら
必
ず

使
用
前
に
枚
数
と
冊
数
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

・
受
け
取
り
が
で
き
ず
、
郵
送
物

が
役
場
に
戻
っ
て
き
た
場
合
は
、

窓
口
に
て
申
請
書
を
提
出
す
る
こ

と
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
住
所
を
証
明
で
き
る
本
人

確
認
書
類
と
印
鑑
を
持
っ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他
、
ご
不
明
の
点
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ・提
出
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５

▼小規模店舗掲示ポスター▼大型店舗掲示ポスター

※小規模店用券とは、小規模店舗（飲食店を含む）の取扱店で利用可能な券です。
※共通券とは、大型店舗を含むすべての取扱店で利用可能な券です。

行政情報行政情報

町の情報をお知らせします。「しもにたインフォメール」
　防災情報をはじめ、火災情報、甘楽富岡地域の新型コロナウイルス感染状況、町からのお知らせ等、さまざま
な情報をメールで配信しています。QRコードを読み取るか「t-shimonita@sg-m.-jp」にアクセスして登録してください。



7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

「
下
仁
田
町
応
援
商
品
券
」
第
２
弾

６
月
１
日
か
ら
利
用
ス
タ
ー
ト
！

「
下
仁
田
町
応
援
商
品
券
」
第
２
弾

６
月
１
日
か
ら
利
用
ス
タ
ー
ト
！

　
国
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
「
下
仁
田
町
応

援
商
品
券
」
を
住
民
１
人
１
万
円

分
配
布
し
ま
す
。
商
品
券
の
内
訳

は
、
小
規
模
店
舗
（
飲
食
店
含

む
）
専
用
券
７
，
０
０
０
円
分
、

共
通
券
３
，
０
０
０
円
分
と
な
り

ま
す
。

●
配
布
期
間

　
令
和
３
年
５
月
下
旬
か
ら
宅
配

業
者
に
よ
り
順
次
配
布
し
て
い
ま

す
。
２
週
間
程
度
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

●
有
効
期
間

　
令
和
３
年
６
月
１
日
（
火
）
〜

12
月
31
日
（
金
）

●
利
用
可
能
店
舗

　
利
用
可
能
店
舗
は
、
５
月
６
日

現
在
１
５
６
店
舗
で
、
商
品
券
と

同
封
す
る
店
舗
一
覧
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
町
Ｈ
Ｐ
で
も
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
可
能

店
舗
に
は
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ

ま
す
。

●
そ
の
他

・
商
品
券
を
紛
失
、
破
損
し
た
場

合
、
い
か
な
る
場
合
も
再
交
付
は

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
換
金
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
商
品
券
が
届
き
ま
し
た
ら
必
ず

使
用
前
に
枚
数
と
冊
数
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

・
受
け
取
り
が
で
き
ず
、
郵
送
物

が
役
場
に
戻
っ
て
き
た
場
合
は
、

窓
口
に
て
申
請
書
を
提
出
す
る
こ

と
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
住
所
を
証
明
で
き
る
本
人

確
認
書
類
と
印
鑑
を
持
っ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他
、
ご
不
明
の
点
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ・提
出
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５

▼小規模店舗掲示ポスター▼大型店舗掲示ポスター

※小規模店用券とは、小規模店舗（飲食店を含む）の取扱店で利用可能な券です。
※共通券とは、大型店舗を含むすべての取扱店で利用可能な券です。

行政情報行政情報

町の情報をお知らせします。「しもにたインフォメール」
　防災情報をはじめ、火災情報、甘楽富岡地域の新型コロナウイルス感染状況、町からのお知らせ等、さまざま
な情報をメールで配信しています。QRコードを読み取るか「t-shimonita@sg-m.-jp」にアクセスして登録してください。



9 8下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

行政情報行政情報

令和２年度の情報公開・個人情報保護制度の運用状況は次のとおりです
１　情報公開の状況 

２　個人情報保護制度の運用状況 

件　数 公　開 一　部 非公開 拒　否 文書無 処理中所　属

住民税務課

企画課

合　　　計

5

1

6

5

1

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

■問い合わせ　総務課　行政係　（内線３０2）

　　　口頭による個人情報の公開請求件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報の訂正の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報の削除の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報取扱の是正の申出件数及び処理の状況（〃）

（3）
（４）
（５）
（６）

　　　個人情報取扱の苦情の申出件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報取扱の苦情の相談件数及び処理の状況（〃）
　　　不服申立の状況及び処理状況（〃） 
　　　個人情報提供の状況及び処理状況

（７）
（８）
（９）
（10）

（１）
（２）
　　　個人情報取扱事務の届出状況（継続２０８件）
　　　個人情報公開の請求件数及び処理の状況

　　　情報公開の請求件数及び処理の状況（１）

　　　不服申立の状況及び処理状況（0件）（２）

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

福祉課
保健課
合　　計

22
1
23

22
1
23

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

総務課

住民税務課

福祉課

合　計

5

13

286

304

5

13

286

304

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

下
仁
田
町
職
員
採
用
資
格
統
一
試
験

　
下
仁
田
町
の
職
員
と
し
て
働
く

方
を
募
集
し
ま
す
。

　
町
職
員
採
用
試
験
は
、
群
馬
県

町
村
会
に
委
託
し
て
実
施
す
る
第

1
次
試
験
（
資
格
統
一
試
験
）

と
、
町
で
実
施
す
る
第
2
次
試
験

と
な
り
ま
す
。

　
受
験
希
望
者
は
、
試
験
申
込
用

紙
を
下
仁
田
町
役
場
総
務
課
か
ら

取
り
寄
せ
、
受
験
の
申
込
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格

左
記
の
①
又
は
②
の
要
件
を
満
た

す
方

①
平
成
4
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
又

は
令
和
4
年
3
月
卒
業
（
高
等
学

校
等
）
見
込
み
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
介

助
な
し
で
受
験
が
で
き
、
活
字
印

刷
文
に
よ
る
筆
記
試
験
や
口
述
に

よ
る
面
接
試
験
に
対
応
で
き
る
方

●
試
験
の
方
法
　

○
第
1
次
試
験
　
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
教
養
試
験

○
第
2
次
試
験
　
口
述
試
験
・
作

文
試
験
・
身
体
検
査

●
試
験
日

○
第
1
次
試
験
　
9
月
19
日
（
日
）

○
第
2
次
試
験
　
10
月
中
旬
予
定

●
採
用
人
数
　
若
干
名

●
申
込
用
紙
交
付

6
月
7
日
（
月
）
〜

●
受
付
期
間

6
月
14
日
（
月
）
〜

8
月
13
日
（
金
）
ま
で
。

（
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く
）
ま

た
、
郵
送
の
場
合
は
８
月
13
日

（
金
）
消
印
有
効
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
給
与
係
　
☎
82
―
２

１
１
１
（
内
線
5
0
4
）

　
町
で
は
震
災
に
強
い
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
を

対
象
と
し
て
耐
震
診
断
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
耐
震
診
断
で
耐
震
性
が

劣
る
建
物
と
判
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
耐
震
改
修
の
工
事
費
な
ど
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

　
大
地
震
に
よ
る
被
害
か
ら
尊
い

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め

に
は
住
宅
の
耐
震
化
対
策
が
重
要

で
す
の
で
是
非
こ
の
機
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
耐
震
診
断
補
助

○
対
象
住
宅
　
下
仁
田
町
内
で
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
２
階
建
て
以
下
の
在
来
軸
組

工
法
で
建
築
し
た
住
宅

○
募
集
戸
数
　
５
戸
（
先
着
順
）

○
診
断
費
用
　
無
料

※

診
断
者
の
、
交
通
費
に
つ
い
て

は
申
請
者
が
実
費
を
現
地
調
査
時

に
直
接
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※

診
断
す
る
建
物
の
図
面
が
な
い

場
合
は
別
途
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

○
申
請
期
間
　

令
和
３
年
９
月
30
日
（
木
）

●
耐
震
改
修
補
助

○
対
象
住
宅

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
（※

）
が
１
・
０
未
満
と
さ

れ
た
建
物

※

上
部
構
造
評
点
と
は
、
耐
震
診

断
に
お
け
る
建
築
物
の
構
造
の
強

さ
を
示
す
指
標
の
一
つ
で
、
値
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
地
震
に
強
く
、

１
・
０
以
上
は
、
一
応
倒
壊
し
な

い
建
物

○
対
象
工
事
　

　
上
部
構
造
評
点
を
１
・
０
以
上
に

す
る
耐
震
改
修
工
事
で
令
和
４
年
１

月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
も
の

○
申
請
で
き
る
人
　
町
が
実
施
す

る
耐
震
診
断
を
受
け
て
お
り
、
町

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

○
補
助
金
額
　
改
修
工
事
（
耐
震

補
強
設
計
、
工
事
監
理
及
び
耐
震

補
強
工
事
）
に
要
す
る
費
用
の
２

分
の
１
以
内
（
限
度
額
１
０
０
万

円
）

○
募
集
戸
数
　
１
戸
（
先
着
順
）

○
申
請
期
間
　
令
和
３
年
９
月
30

日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
　

建
設
水
道
課
　
管
理
係
　

☎
64
―
８
８
０
７

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
補
助
を
行
い
ま
す

【
児
童
手
当
に
つ
い
て
】

　
児
童
手
当
は
、児
童
を
養
育
す
る

人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ

り
、家
庭
等
に
お
け
る
生
活
の
安
定

と
児
童
の
健
全
な
育
成
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※

申
請
し
な
い
と
手
当
を
受
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
手
当
の
受
給
者

中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

手
当
の
額（
児
童
１
人
当
た
り
月
額
）

○
３
歳
未
満…

一
律
１
５
，０
０
０
円

○
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
第
１

子
・
２
子…

１
０
，０
０
０
円

○
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
第
３

子
以
降…

１
５
，０
０
０
円

○
中
学
生…

一
律
１
０
，０
０
０
円

○
受
給
者
の
収
入
が
一
定
額
以
上
の

場
合…

一
律
５
，０
０
０
円

●
手
当
の
支
給

　
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
事
由

が
な
く
な
る
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。

※
原
則
と
し
て
、２
月
・
６
月
・
10
月

に
、そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
の
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
現
況
届
の
提
出
は
６
月
中
に
！

　
現
在
、児
童
手
当
を
受
給
中
の
人

は
、毎
年
６
月
中
に「
児
童
手
当
現
況

届
」を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
現
況
届
は
、６
月
分
以
降
の
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
届
け
を
行
わ
な
い
と
、６
月

支
給
分
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※

該
当
者
に
は
、通
知
を
送
付
す
る

予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

福
祉
課 

福
祉
係
　

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
３

（
直
通
）

６
月
期
の
児
童
手
当
　
６
月
10
日
（
木
）
に

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
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行政情報行政情報

令和２年度の情報公開・個人情報保護制度の運用状況は次のとおりです
１　情報公開の状況 

２　個人情報保護制度の運用状況 

件　数 公　開 一　部 非公開 拒　否 文書無 処理中所　属

住民税務課

企画課

合　　　計

5

1

6

5

1

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

■問い合わせ　総務課　行政係　（内線３０2）

　　　口頭による個人情報の公開請求件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報の訂正の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報の削除の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報取扱の是正の申出件数及び処理の状況（〃）

（3）
（４）
（５）
（６）

　　　個人情報取扱の苦情の申出件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報取扱の苦情の相談件数及び処理の状況（〃）
　　　不服申立の状況及び処理状況（〃） 
　　　個人情報提供の状況及び処理状況

（７）
（８）
（９）
（10）

（１）
（２）
　　　個人情報取扱事務の届出状況（継続２０８件）
　　　個人情報公開の請求件数及び処理の状況

　　　情報公開の請求件数及び処理の状況（１）

　　　不服申立の状況及び処理状況（0件）（２）

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

福祉課
保健課
合　　計

22
1
23

22
1
23

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

総務課

住民税務課

福祉課

合　計

5

13

286

304

5

13

286

304

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

下
仁
田
町
職
員
採
用
資
格
統
一
試
験

　
下
仁
田
町
の
職
員
と
し
て
働
く

方
を
募
集
し
ま
す
。

　
町
職
員
採
用
試
験
は
、
群
馬
県

町
村
会
に
委
託
し
て
実
施
す
る
第

1
次
試
験
（
資
格
統
一
試
験
）

と
、
町
で
実
施
す
る
第
2
次
試
験

と
な
り
ま
す
。

　
受
験
希
望
者
は
、
試
験
申
込
用

紙
を
下
仁
田
町
役
場
総
務
課
か
ら

取
り
寄
せ
、
受
験
の
申
込
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格

左
記
の
①
又
は
②
の
要
件
を
満
た

す
方

①
平
成
4
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
又

は
令
和
4
年
3
月
卒
業
（
高
等
学

校
等
）
見
込
み
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
介

助
な
し
で
受
験
が
で
き
、
活
字
印

刷
文
に
よ
る
筆
記
試
験
や
口
述
に

よ
る
面
接
試
験
に
対
応
で
き
る
方

●
試
験
の
方
法
　

○
第
1
次
試
験
　
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
教
養
試
験

○
第
2
次
試
験
　
口
述
試
験
・
作

文
試
験
・
身
体
検
査

●
試
験
日

○
第
1
次
試
験
　
9
月
19
日
（
日
）

○
第
2
次
試
験
　
10
月
中
旬
予
定

●
採
用
人
数
　
若
干
名

●
申
込
用
紙
交
付

6
月
7
日
（
月
）
〜

●
受
付
期
間

6
月
14
日
（
月
）
〜

8
月
13
日
（
金
）
ま
で
。

（
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く
）
ま

た
、
郵
送
の
場
合
は
８
月
13
日

（
金
）
消
印
有
効
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
給
与
係
　
☎
82
―
２

１
１
１
（
内
線
5
0
4
）

　
町
で
は
震
災
に
強
い
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
を

対
象
と
し
て
耐
震
診
断
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
耐
震
診
断
で
耐
震
性
が

劣
る
建
物
と
判
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
耐
震
改
修
の
工
事
費
な
ど
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

　
大
地
震
に
よ
る
被
害
か
ら
尊
い

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め

に
は
住
宅
の
耐
震
化
対
策
が
重
要

で
す
の
で
是
非
こ
の
機
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
耐
震
診
断
補
助

○
対
象
住
宅
　
下
仁
田
町
内
で
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
２
階
建
て
以
下
の
在
来
軸
組

工
法
で
建
築
し
た
住
宅

○
募
集
戸
数
　
５
戸
（
先
着
順
）

○
診
断
費
用
　
無
料

※

診
断
者
の
、
交
通
費
に
つ
い
て

は
申
請
者
が
実
費
を
現
地
調
査
時

に
直
接
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※

診
断
す
る
建
物
の
図
面
が
な
い

場
合
は
別
途
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

○
申
請
期
間
　

令
和
３
年
９
月
30
日
（
木
）

●
耐
震
改
修
補
助

○
対
象
住
宅

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
（※

）
が
１
・
０
未
満
と
さ

れ
た
建
物

※

上
部
構
造
評
点
と
は
、
耐
震
診

断
に
お
け
る
建
築
物
の
構
造
の
強

さ
を
示
す
指
標
の
一
つ
で
、
値
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
地
震
に
強
く
、

１
・
０
以
上
は
、
一
応
倒
壊
し
な

い
建
物

○
対
象
工
事
　

　
上
部
構
造
評
点
を
１
・
０
以
上
に

す
る
耐
震
改
修
工
事
で
令
和
４
年
１

月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
も
の

○
申
請
で
き
る
人
　
町
が
実
施
す

る
耐
震
診
断
を
受
け
て
お
り
、
町

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

○
補
助
金
額
　
改
修
工
事
（
耐
震

補
強
設
計
、
工
事
監
理
及
び
耐
震

補
強
工
事
）
に
要
す
る
費
用
の
２

分
の
１
以
内
（
限
度
額
１
０
０
万

円
）

○
募
集
戸
数
　
１
戸
（
先
着
順
）

○
申
請
期
間
　
令
和
３
年
９
月
30

日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
　

建
設
水
道
課
　
管
理
係
　

☎
64
―
８
８
０
７

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
補
助
を
行
い
ま
す

【
児
童
手
当
に
つ
い
て
】

　
児
童
手
当
は
、児
童
を
養
育
す
る

人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ

り
、家
庭
等
に
お
け
る
生
活
の
安
定

と
児
童
の
健
全
な
育
成
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※

申
請
し
な
い
と
手
当
を
受
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
手
当
の
受
給
者

中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

手
当
の
額（
児
童
１
人
当
た
り
月
額
）

○
３
歳
未
満…

一
律
１
５
，０
０
０
円

○
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
第
１

子
・
２
子…

１
０
，０
０
０
円

○
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
第
３

子
以
降…

１
５
，０
０
０
円

○
中
学
生…

一
律
１
０
，０
０
０
円

○
受
給
者
の
収
入
が
一
定
額
以
上
の

場
合…

一
律
５
，０
０
０
円

●
手
当
の
支
給

　
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
事
由

が
な
く
な
る
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。

※

原
則
と
し
て
、２
月
・
６
月
・
10
月

に
、そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
の
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
現
況
届
の
提
出
は
６
月
中
に
！

　
現
在
、児
童
手
当
を
受
給
中
の
人

は
、毎
年
６
月
中
に「
児
童
手
当
現
況

届
」を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
現
況
届
は
、６
月
分
以
降
の
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
届
け
を
行
わ
な
い
と
、６
月

支
給
分
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※

該
当
者
に
は
、通
知
を
送
付
す
る

予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

福
祉
課 

福
祉
係
　

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
３

（
直
通
）

６
月
期
の
児
童
手
当
　
６
月
10
日
（
木
）
に

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
の
看
板
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
の
看
板
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
に
、
田
村

憲
司
様
（
馬
山
）
木
村
正
治
様

（
富
岡
市
）
か
ら
下
仁
田
あ
じ
さ

い
園
の
看
板
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
、
町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
、
下
仁
田
あ
じ

さ
い
園
を
P
R
す
る
た
め
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
元
全
国
蒟
蒻
原
料
協
同
組
合
理
事
長
の
小
林
徹
様
が
食
料
品
加
工

業
振
興
功
労
と
し
て
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
を
記
念
し
、
５
月
19
日
に
は
下
仁
田
町
へ
金
100
万
円
の
浄
財

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
受
章
者
コ
メ
ン
ト

　
今
回
の
受
章
は
、
業
界
関
係
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
の
賜
物
で
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
今
後
の
業
界
発
展
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
大
変
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

元全国蒟蒻原料協同組合理事長
小林徹様

元全国蒟蒻原料協同組合理事長
小林徹様

※写真撮影時のみマスクを外していただいております。※写真撮影時のみマスクを外していただいております。

木村正治様　　  田村憲司様木村正治様　　  田村憲司様
紫陽花を育てる会
土屋 稔 会長様
紫陽花を育てる会
土屋 稔 会長様

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

春
の
叙
勲 

旭
日
双
光
章

受
章
記
念
に
浄
財
の
ご
寄
付
小
林 

徹 

様
（
下
仁
田
）

春
の
叙
勲 

旭
日
双
光
章

受
章
記
念
に
浄
財
の
ご
寄
付
小
林 

徹 

様
（
下
仁
田
）

（写真中央左から）

行政情報行政情報

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て

行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要

す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際

費
支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い

て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ

い
て
、
同
規
程
の
公
開
基
準
に
基

づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

10人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円

７０,０００円

８０,０００円

エコ補助

　
合
併
浄
化
槽
は
汚
染
さ
れ
る
河
川

の
水
質
を
浄
化
す
る
唯
一の
解
決
策

で
す
の
で
、単
独
槽
等
か
ら
の
入
替

え
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
浄
化
槽
設
置
工
事
に
つ
い
て

　
人
槽
区
分
に
よ
り
分
担
金
を
納
め

て
い
た
だ
き
、浄
化
槽
の
設
置
工
事

を
い
た
し
ま
す
。

　
町
が
行
う
工
事
は
、浄
化
槽
本
体

を
埋
設
す
る
工
事
の
み
と
な
り
ま

す
。配
管
工
事
に
関
わ
る
費
用
、駐
車

場
仕
様
に
関
わ
る
費
用
は
個
人
負
担

で
す
。

　
ま
た
、浄
化
槽
設
置
工
事
に
は
基

準
額
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、基
準
額

を
超
過
し
た
場
合
は
個
人
負
担
が
発

生
し
ま
す
。

○
工
事
基
準
額

5
人
槽
　
1
0
2
万
円
↓

　
　
　
　
8
8
．2
万
円

7
人
槽
　
1
1
3
．4
万
円
↓

　
　
　
　
1
0
8
万
円

10
人
槽
　
1
3
8
万
円
↓

　
　
　
　
1
4
0
．4
万
円

※
国
基
準
の
改
正
に
よ
り
、４
月
広

報
掲
載
の
基
準
額
か
ら
変
更
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
分
担
金
及
び
使
用
料

下
表
の
と
お
り
で
す
。

●
エ
コ
補
助
金

　
単
独
浄
化
槽
や
汲
取
り
槽
か
ら
、

合
併
浄
化
槽
に
入
替
え
を
し
、年
度

内
に
使
用
開
始
す
る
場
合
、上
記
の

額
を
助
成
し
ま
す
。※
申
請
に
は
、撤

去
前
後
の
単
独
浄
化
槽
・
汲
取
り
漕

の
写
真
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
単
独
浄
化
槽
の
撤
去
に
つ
い
て

　
単
独
槽
は
必
要
に
応
じ
、町
が
撤

去
し
ま
す
。た
だ
し
、撤
去
費
10
万
円

を
超
え
た
分
は
個
人
負
担
で
す
。

●
申
請
の
受
付
等

　
今
年
度
の
申
請
の
締
切
り
は
、令

和
3
年（
2
0
2
1
年
）12
月
28
日

（
火
）で
す
。

　
な
お
、受
付
は
浄
化
槽
工
事
が
2

月
中
に
完
成
す
る
も
の
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
申
請
受
付
後
、書
類
審
査
や
現
地

の
測
量
を
致
し
ま
す
都
合
上
、申
請

書
提
出
か
ら
工
事
着
工
ま
で
１
ヵ
月

程
度
要
し
ま
す
の
で
早
め
の
計
画
、

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
８
８
０
７（
直
通
）

町
で
は
市
町
村
設
置
型
の
浄
化
槽
整
備
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

1

2

4月分

4月分

弔慰

その他

支出内容支出日

(4月分) （単位：円）

支出区分 支出金額

葬儀生花1件

手土産代5件

4月分　計

5,500

13,700

19,200
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
の
看
板
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
の
看
板
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
に
、
田
村

憲
司
様
（
馬
山
）
木
村
正
治
様

（
富
岡
市
）
か
ら
下
仁
田
あ
じ
さ

い
園
の
看
板
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
、
町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
、
下
仁
田
あ
じ

さ
い
園
を
P
R
す
る
た
め
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
元
全
国
蒟
蒻
原
料
協
同
組
合
理
事
長
の
小
林
徹
様
が
食
料
品
加
工

業
振
興
功
労
と
し
て
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
を
記
念
し
、
５
月
19
日
に
は
下
仁
田
町
へ
金
100
万
円
の
浄
財

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
受
章
者
コ
メ
ン
ト

　
今
回
の
受
章
は
、
業
界
関
係
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
の
賜
物
で
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
今
後
の
業
界
発
展
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
大
変
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

元全国蒟蒻原料協同組合理事長
小林徹様

元全国蒟蒻原料協同組合理事長
小林徹様

※写真撮影時のみマスクを外していただいております。※写真撮影時のみマスクを外していただいております。

木村正治様　　  田村憲司様木村正治様　　  田村憲司様
紫陽花を育てる会
土屋 稔 会長様
紫陽花を育てる会
土屋 稔 会長様

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

春
の
叙
勲 

旭
日
双
光
章

受
章
記
念
に
浄
財
の
ご
寄
付
小
林 

徹 

様
（
下
仁
田
）

春
の
叙
勲 

旭
日
双
光
章

受
章
記
念
に
浄
財
の
ご
寄
付
小
林 

徹 

様
（
下
仁
田
）

（写真中央左から）

行政情報行政情報

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て

行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要

す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際

費
支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い

て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ

い
て
、
同
規
程
の
公
開
基
準
に
基

づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

10人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円

７０,０００円

８０,０００円

エコ補助

　
合
併
浄
化
槽
は
汚
染
さ
れ
る
河
川

の
水
質
を
浄
化
す
る
唯
一の
解
決
策

で
す
の
で
、単
独
槽
等
か
ら
の
入
替

え
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
浄
化
槽
設
置
工
事
に
つ
い
て

　
人
槽
区
分
に
よ
り
分
担
金
を
納
め

て
い
た
だ
き
、浄
化
槽
の
設
置
工
事

を
い
た
し
ま
す
。

　
町
が
行
う
工
事
は
、浄
化
槽
本
体

を
埋
設
す
る
工
事
の
み
と
な
り
ま

す
。配
管
工
事
に
関
わ
る
費
用
、駐
車

場
仕
様
に
関
わ
る
費
用
は
個
人
負
担

で
す
。

　
ま
た
、浄
化
槽
設
置
工
事
に
は
基

準
額
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、基
準
額

を
超
過
し
た
場
合
は
個
人
負
担
が
発

生
し
ま
す
。

○
工
事
基
準
額

5
人
槽
　
1
0
2
万
円
↓

　
　
　
　
8
8
．2
万
円

7
人
槽
　
1
1
3
．4
万
円
↓

　
　
　
　
1
0
8
万
円

10
人
槽
　
1
3
8
万
円
↓

　
　
　
　
1
4
0
．4
万
円

※
国
基
準
の
改
正
に
よ
り
、４
月
広

報
掲
載
の
基
準
額
か
ら
変
更
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
分
担
金
及
び
使
用
料

下
表
の
と
お
り
で
す
。

●
エ
コ
補
助
金

　
単
独
浄
化
槽
や
汲
取
り
槽
か
ら
、

合
併
浄
化
槽
に
入
替
え
を
し
、年
度

内
に
使
用
開
始
す
る
場
合
、上
記
の

額
を
助
成
し
ま
す
。※
申
請
に
は
、撤

去
前
後
の
単
独
浄
化
槽
・
汲
取
り
漕

の
写
真
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
単
独
浄
化
槽
の
撤
去
に
つ
い
て

　
単
独
槽
は
必
要
に
応
じ
、町
が
撤

去
し
ま
す
。た
だ
し
、撤
去
費
10
万
円

を
超
え
た
分
は
個
人
負
担
で
す
。

●
申
請
の
受
付
等

　
今
年
度
の
申
請
の
締
切
り
は
、令

和
3
年（
2
0
2
1
年
）12
月
28
日

（
火
）で
す
。

　
な
お
、受
付
は
浄
化
槽
工
事
が
2

月
中
に
完
成
す
る
も
の
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
申
請
受
付
後
、書
類
審
査
や
現
地

の
測
量
を
致
し
ま
す
都
合
上
、申
請

書
提
出
か
ら
工
事
着
工
ま
で
１
ヵ
月

程
度
要
し
ま
す
の
で
早
め
の
計
画
、

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
８
８
０
７（
直
通
）

町
で
は
市
町
村
設
置
型
の
浄
化
槽
整
備
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

1

2

4月分

4月分

弔慰

その他

支出内容支出日

(4月分) （単位：円）

支出区分 支出金額

葬儀生花1件

手土産代5件

4月分　計

5,500

13,700

19,200
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令
和
２
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作

品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人

権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校
・
学
年
は
、令
和
２
年
度
の
も
の
で

す
。

　
最
近
、「
い
じ
め
」と
い
う
言
葉
を
ニュー
ス
や
新
聞
で
よ

く
見
か
け
ま
す
。な
ぜ
い
じ
め
は
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
と

私
は
考
え
ま
し
た
。い
じ
め
が
起
こ
る
原
因
の一つ
は「
言

葉
」だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。言
葉
は
人
を
幸
せ
に
す
る

こ
と
も
で
き
れ
ば
、人
を
傷
つ
け
る
こ
と
も
簡
単
に
で
き

ま
す
。

　
私
は
、小
学
校
の
時
か
ら
、か
ら
か
わ
れ
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
し
た
。た
ま
に
傷
つ
く
こ
と
を
言
わ
れ
た
り
も

し
ま
す
が
、相
手
は
傷
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、お
も
し
ろ
半
分
で
言
って
い
る
の
だ
ろ
う
け
ど
、私

に
と
っ
て
は
と
て
も
嫌
な
言
葉
で
し
た
。私
も
友
達
の
こ

と
を
少
し
か
ら
か
って
し
ま
う
の
で
人
の
こ
と
は
言
え
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
で
は
、軽
い
冗
談
、ふ
ざ
け
た
だ
け
の
つ
も
り
で

放
っ
た
言
葉
も
相
手
に
と
っ
て
は
深
く
傷
つ
く
こ
と
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
人
に
か
ら
か
わ
れ
て
、自
分
が
嫌
と
思
って
も
、そ
の
人

に「
や
め
て
」と
は
っ
き
り
言
え
る
人
は
、少
な
い
と
思
い

ま
す
。な
の
で
、相
手
は
、こ
の
人
は
何
も
言
わ
な
い
か

ら
、か
ら
か
っ
て
も
大
丈
夫
な
ん
だ
と
勝
手
に
思
い
込
ん

で
し
ま
い
、周
り
も
み
ん
な
が
か
ら
か
って
い
る
か
ら
か
ら

か
っ
て
い
い
と
い
う
雰
囲
気
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
嫌
な
雰
囲
気
が
だ
ん
だ
ん
と
い
じ
め
に
つ

な
が
って
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
、い
じ
め
の
ニュー
ス
や
誹
謗
中
傷
を
テ
レ
ビ
で
見

か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、い
じ
め
を
受
け
た

側
、誹
謗
中
傷
を
さ
れ
た
側
の
人
た
ち
は「
う
ざ
い
」「
死

ね
」な
ど
人
を
傷
つ
け
る
た
め
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
言
わ

れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。言
わ
れ
た
人
は
、ひ
ど
く
苦
し

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。人
を
傷
つ
け
よ
う
と
放
っ
た
言

葉
は
、と
て
も
重
く
、相
手
に
自
殺
ま
で
思
い
込
ま
せ
る

事
が
で
き
ま
す
。

　
で
す
が
、言
葉
は
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
も
人
を
救

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」「
大
丈
夫
だ
よ
」

な
ど
の
言
葉
は
、人
を
嬉
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
こ
と
も

で
き
る
し
、安
心
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
私
は
、小
学
校
で
初
め
て
学
級
代
表
を
任
さ
れ
た
と

き
や
不
安
な
時
、先
生
や
友
達
が「
大
丈
夫
だ
よ
」「
頑

張
れ
」な
ど
声
を
か
け
て
く
れ
て
、と
て
も
安
心
で
き
ま

し
た
。

　
言
葉
に
は
、一言
一言
に
重
み
が
あ
り
ま
す
。使
い
方
次

第
で
正
義
に
も
凶
器
に
も
な
り
ま
す
。誰
か
の
声
か
け

が一人
の
命
を
救
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
、周
り
に
困
って
い
る
人
、不
安
な
気
持
ち
に
な
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
、進
ん
で
声
を
か
け
た
り
、相
談
に

のって
あ
げ
た
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、相
手
に

は
自
分
が
言
わ
れ
て
嫌
と
思
う
言
葉
は
相
手
に
も
使
わ

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
言
葉
は
毎
日
使
い
ま
す
。そ
し
て
、一度
放
っ
た
言
葉
は

取
り
消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、一言
一言

を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。一
人
一
人
が
相
手

に
対
し
て
発
す
る
言
葉
を一度
頭
の
中
で
よ
く
考
え
る
こ

と
で
、い
じ
め
や
誹
謗
中
傷
の
な
い
、一人
一人
が
相
手
の
こ

と
を
大
切
に
す
る
世
の
中
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

作文
最優秀賞

言
葉
の
重
み

下
仁
田
中
学
校

　二
年

　
　佐
藤

　心
優

さ
と
う

い
わ
い

おかだ

しみず みおり

まりあ

み
ゆ

作文
最優秀賞

人
権
っ
て

な
ん
だ
ろ
う

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　岩
井

　ひ
な
た

　
授
業
で
、人
権
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。人
権
の
意
味
は「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
権
利
」で
す
。私
に
は
、そ
の
意
味
が
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
家
に
帰
り
、お
母
さ
ん
に
人
権
と
い
う
言
葉
の
意
味
が

よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。す
る
と
、

「
じ
ゃ
あ
、こ
う
考
え
て
み
た
ら
ど
う
？
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。「
人
は一
人
一
人
み
ん
な
ち
が
う
。体
の
大
き
さ

も
、は
だ
の
色
も
、同
じ
人
は一人
と
し
て
い
な
い
よ
ね
。そ

の一
人
一
人
全
員
が
し
あ
わ
せ
に
な
る
権
利
が
あ
る
ん
だ

よ
。そ
の
し
あ
わ
せ
の
形
は
全
員
ち
が
う
け
ど
、そ
れ
を

ひ
て
い
す
る
権
利
は
だ
れ
に
も
な
い
し
、し
あ
わ
せ
に
な

る
こ
と
を
じ
ゃ
ま
す
る
こ
と
が
あ
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は
い
け
な
い
よ
ね
。

全
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
し
あ
わ
せ
に
生
き
る
権
利
を

も
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
ん
だ
よ
。そ
れ
が
人
権
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。」そ
の
言
葉
の
意
味
は
と
て
も
よ
く
理
か
い
で

き
ま
し
た
。

　
私
に
は
妹
が
い
ま
す
。私
に
と
っ
て
、と
て
も
大
切
な

妹
で
す
。と
て
も
し
っ
か
り
者
の
妹
は
、いつ
も
自
分
の
考

え
を
は
っ
き
り
と
言
い
ま
す
。そ
の
妹
が
、あ
る
日
泣
き

な
が
ら
学
校
か
ら
帰
って
き
ま
し
た
。お
友
達
か
ら
ひ
ど

い
こ
と
を
さ
れ
、相
手
に
た
い
し
て
何
も
言
う
こ
と
が
で

き
ず
、き
ず
つい
て
帰
って
き
た
の
で
す
。いつ
も
元
気
で
、

お
も
し
ろ
く
て
し
っ
か
り
し
た
妹
が
、妹
じ
ゃ
な
い
み
た
い

で
し
た
。自
分
ら
し
く
し
あ
わ
せ
に
生
き
る
権
利
が
守

ら
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、と
て
も
悲
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。妹
の
お
友
達
も
、妹
が
き
ず
つ

く
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
ず
に
し
て
し
ま
っ
た
行
動
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
人
は一
人
一
人
ち
が
う
か
ら
、ど
ん
な
こ
と
で
悲
し
み
、

ど
ん
な
こ
と
で
き
ず
つ
い
て
し
ま
う
の
か
も
、そ
れ
ぞ
れ

に
ち
が
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、言
葉
や
行
動
に
う
つ
す

前
に
、一歩
立
ち
止
ま
り
、相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
る
こ

と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。全
て
の
人
の
し
あ
わ
せ

を
、一人
一人
が
ね
が
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、と
て
も
ス
テ
キ

な
世
界
に
な
る
と
思
い
ま
す
。わ
た
し
は
思
い
や
り
を
忘

れ
ず
、や
さ
し
い
気
持
ち
を
も
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

人権ポスター
最優秀賞

下仁田中学校2年　岡田　真理愛
「みんなちがうから」

みなおそう　
　　見て見ぬふりする　
　　　　　　　　その心

下仁田小学校　2年　　清水　美織

人権標語
最優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品

国
民
年
金
付
加
年
金

制
度
の
ご
案
内

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
年
金
の
給
付
を
受

け
る
為
に
国
民
年
金
加
入
者
や
65
歳
に
な
る

ま
で
の
任
意
加
入
者
の
方
は
、
ご
希
望
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
て
月
額
４
０
０

円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
付

加
年
金
の
年
金
額
は
２
０
０
円×

付
加
保
険

料
納
付
月
数
で
す
。

【
例
】
40
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
20
年
（
２
４

０
ヵ
月
）
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
。

２
０
０
円×

２
４
０
月
＝
４
８
，
０
０
０
円

が
付
加
年
金
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗

せ
。

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
や
免
除
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
は
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
加
入
を
ご
希
望

の
方
は
役
場
の
住
民
係
か
高
崎
年
金
事
務
所

で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

住
民
税
務
課
　
住
民
係
　

☎
82
―
２
１
１
２
（
直
通
）

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９
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中
傷
の
な
い
、一人
一人
が
相
手
の
こ

と
を
大
切
に
す
る
世
の
中
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

作文
最優秀賞

言
葉
の
重
み

下
仁
田
中
学
校

　二
年

　
　佐
藤

　心
優

さ
と
う

い
わ
い

おかだ

しみず みおり

まりあ

み
ゆ

作文
最優秀賞

人
権
っ
て

な
ん
だ
ろ
う

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　岩
井

　ひ
な
た

　
授
業
で
、人
権
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。人
権
の
意
味
は「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
権
利
」で
す
。私
に
は
、そ
の
意
味
が
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
家
に
帰
り
、お
母
さ
ん
に
人
権
と
い
う
言
葉
の
意
味
が

よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。す
る
と
、

「
じ
ゃ
あ
、こ
う
考
え
て
み
た
ら
ど
う
？
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。「
人
は一
人
一
人
み
ん
な
ち
が
う
。体
の
大
き
さ

も
、は
だ
の
色
も
、同
じ
人
は一人
と
し
て
い
な
い
よ
ね
。そ

の一
人
一
人
全
員
が
し
あ
わ
せ
に
な
る
権
利
が
あ
る
ん
だ

よ
。そ
の
し
あ
わ
せ
の
形
は
全
員
ち
が
う
け
ど
、そ
れ
を

ひ
て
い
す
る
権
利
は
だ
れ
に
も
な
い
し
、し
あ
わ
せ
に
な

る
こ
と
を
じ
ゃ
ま
す
る
こ
と
が
あ
って
は
い
け
な
い
よ
ね
。

全
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
し
あ
わ
せ
に
生
き
る
権
利
を

も
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
ん
だ
よ
。そ
れ
が
人
権
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。」そ
の
言
葉
の
意
味
は
と
て
も
よ
く
理
か
い
で

き
ま
し
た
。

　
私
に
は
妹
が
い
ま
す
。私
に
と
っ
て
、と
て
も
大
切
な

妹
で
す
。と
て
も
し
っ
か
り
者
の
妹
は
、いつ
も
自
分
の
考

え
を
は
っ
き
り
と
言
い
ま
す
。そ
の
妹
が
、あ
る
日
泣
き

な
が
ら
学
校
か
ら
帰
って
き
ま
し
た
。お
友
達
か
ら
ひ
ど

い
こ
と
を
さ
れ
、相
手
に
た
い
し
て
何
も
言
う
こ
と
が
で

き
ず
、き
ず
つい
て
帰
って
き
た
の
で
す
。いつ
も
元
気
で
、

お
も
し
ろ
く
て
し
っ
か
り
し
た
妹
が
、妹
じ
ゃ
な
い
み
た
い

で
し
た
。自
分
ら
し
く
し
あ
わ
せ
に
生
き
る
権
利
が
守

ら
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、と
て
も
悲
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。妹
の
お
友
達
も
、妹
が
き
ず
つ

く
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
ず
に
し
て
し
ま
っ
た
行
動
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
人
は一
人
一
人
ち
が
う
か
ら
、ど
ん
な
こ
と
で
悲
し
み
、

ど
ん
な
こ
と
で
き
ず
つ
い
て
し
ま
う
の
か
も
、そ
れ
ぞ
れ

に
ち
が
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、言
葉
や
行
動
に
う
つ
す

前
に
、一歩
立
ち
止
ま
り
、相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
る
こ

と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。全
て
の
人
の
し
あ
わ
せ

を
、一人
一人
が
ね
が
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、と
て
も
ス
テ
キ

な
世
界
に
な
る
と
思
い
ま
す
。わ
た
し
は
思
い
や
り
を
忘

れ
ず
、や
さ
し
い
気
持
ち
を
も
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

人権ポスター
最優秀賞

下仁田中学校2年　岡田　真理愛
「みんなちがうから」

みなおそう　
　　見て見ぬふりする　
　　　　　　　　その心

下仁田小学校　2年　　清水　美織

人権標語
最優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品

国
民
年
金
付
加
年
金

制
度
の
ご
案
内

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
年
金
の
給
付
を
受

け
る
為
に
国
民
年
金
加
入
者
や
65
歳
に
な
る

ま
で
の
任
意
加
入
者
の
方
は
、
ご
希
望
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
て
月
額
４
０
０

円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
付

加
年
金
の
年
金
額
は
２
０
０
円×

付
加
保
険

料
納
付
月
数
で
す
。

【
例
】
40
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
20
年
（
２
４

０
ヵ
月
）
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
。

２
０
０
円×

２
４
０
月
＝
４
８
，
０
０
０
円

が
付
加
年
金
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗

せ
。

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
や
免
除
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
は
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
加
入
を
ご
希
望

の
方
は
役
場
の
住
民
係
か
高
崎
年
金
事
務
所

で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

住
民
税
務
課
　
住
民
係
　

☎
82
―
２
１
１
２
（
直
通
）

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９
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春秋館春秋館

里
見
哲
夫

下
仁
田
の
小
学
校
の
あ
ゆ
み

下
仁
田
の
小
学
校
の
あ
ゆ
み

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
学
制
発
布
当
時
の
学
校
は
小
学
校
名
で
は
な
く
、
地
域
名
が
つ
い
た
次
の
よ
う
な
学
校
名
で
し
た
。
各
校
の
校
名
の
変
更
等
は
簡
単
に
明
記
出
来
ま
せ
ん
の
で
省
略

致
し
ま
し
た
。

○
馬
山
地
区

馬
山
東
学
校
　
　
　
　
明
治
17
年
　
　
そ
の
後
校
名
の
変
更
が
度
々
あ
っ
て
、
明
治
35
年
に
辻
替
戸
に
校
舎
を
建
設
、
昭
和
54
年
改
築
し
、
平
成
24
年
に
下
仁
田
小

馬
山
西
学
校
　
　
　
　
両
校
合
併
　
　
学
校
に
合
併
し
ま
し
た
。

○
下
仁
田
地
区

下
仁
田
学
校
　
　
　
　
明
治
18
年
　
　
大
正
５
年
現
在
地
に
校
舎
を
落
成
、
昭
和
47
年
に
建
て
替
え
、
青
倉
小
・
更
に
西
牧
・
小
坂
・
馬
山
３
校
の
合
併
に
伴
い
校
舎

南
牧
東
学
校
　
　
　
　
両
校
合
併
　
　
を
新
築
。
栗
山
分
校
は
昭
和
54
年
に
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

○
青
倉
地
区
　

青
倉
学
校
　
　
　
　
　
明
治
18
年
　
　
明
治
21
年
現
在
地
に
校
舎
を
建
設
、
大
正
10
年
と
平
成
２
年
に
校
舎
を
建
て
替
え
、
昭
和
56
年
土
谷
沢
分
校
は
閉
校
、

南
牧
東
学
校
　
　
　
　
両
校
合
併
　
　
平
成
21
年
下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

○
小
坂
地
区
　

下
小
坂
学
校

中
小
坂
学
校

上
小
坂
学
校

西
牧
東
学
校
　
　
　
　
明
治
17
年
　
　
小
坂
村
に
編
入
（
昭
和
39
年
東
野
牧
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
）

○
西
牧
地
区
　

大
平
学
校
　
　
　
　
　
明
治
15
年
　
　
西
牧
東
小
学
校
に
、
同
17
年
小
坂
村
に
編
入
し
後
の
東
野
牧
小
学
校
で
す
。

本
宿
学
校

西
牧
南
学
校

矢
川
学
校
　

入
山
学
校
　
　
　
　
　
明
治
22
年
　
（
入
山
学
校
は
碓
氷
郡
に
編
入
と
な
り
ま
し
た
。
）

※

創
立
当
初
は
義
務
化
で
は
な
く
、
下
等
小
学
６
〜
９
才
、
上
等
小
学
10
才
〜
13
才
で
し
た
。
明
治
40
年
に
小
学
校
６
年
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
創
立
当
初
の
下
等
小
学
６
〜
９
才
・
上
等
小
学
10
才
〜
13
才
は
、
就
学
の
強
い
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
学
制
発
布
当
時
の
学
校
は
小
学
校
名
で
は
な
く
、
地
域
名
が
つ
い
た
次
の
よ
う
な
学
校
名
で
し
た
。
各
校
の
校
名
の
変
更
等
は
簡
単
に
明
記
出
来
ま
せ
ん
の
で
省
略

致
し
ま
し
た
。

○
馬
山
地
区

馬
山
東
学
校
　
　
　
　
明
治
17
年
　
　
そ
の
後
校
名
の
変
更
が
度
々
あ
っ
て
、
明
治
35
年
に
辻
替
戸
に
校
舎
を
建
設
、
昭
和
54
年
改
築
し
、
平
成
24
年
に
下
仁
田
小

馬
山
西
学
校
　
　
　
　
両
校
合
併
　
　
学
校
に
合
併
し
ま
し
た
。

○
下
仁
田
地
区

下
仁
田
学
校
　
　
　
　
明
治
18
年
　
　
大
正
５
年
現
在
地
に
校
舎
を
落
成
、
昭
和
47
年
に
建
て
替
え
、
青
倉
小
・
更
に
西
牧
・
小
坂
・
馬
山
３
校
の
合
併
に
伴
い
校
舎

南
牧
東
学
校
　
　
　
　
両
校
合
併
　
　
を
新
築
。
栗
山
分
校
は
昭
和
54
年
に
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

○
青
倉
地
区
　

青
倉
学
校
　
　
　
　
　
明
治
18
年
　
　
明
治
21
年
現
在
地
に
校
舎
を
建
設
、
大
正
10
年
と
平
成
２
年
に
校
舎
を
建
て
替
え
、
昭
和
56
年
土
谷
沢
分
校
は
閉
校
、

南
牧
東
学
校
　
　
　
　
両
校
合
併
　
　
平
成
21
年
下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

○
小
坂
地
区
　

下
小
坂
学
校

中
小
坂
学
校

上
小
坂
学
校

西
牧
東
学
校
　
　
　
　
明
治
17
年
　
　
小
坂
村
に
編
入
（
昭
和
39
年
東
野
牧
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
）

○
西
牧
地
区
　

大
平
学
校
　
　
　
　
　
明
治
15
年
　
　
西
牧
東
小
学
校
に
、
同
17
年
小
坂
村
に
編
入
し
後
の
東
野
牧
小
学
校
で
す
。

本
宿
学
校

西
牧
南
学
校

矢
川
学
校
　

入
山
学
校
　
　
　
　
　
明
治
22
年
　
（
入
山
学
校
は
碓
氷
郡
に
編
入
と
な
り
ま
し
た
。
）

※

創
立
当
初
は
義
務
化
で
は
な
く
、
下
等
小
学
６
〜
９
才
、
上
等
小
学
10
才
〜
13
才
で
し
た
。
明
治
40
年
に
小
学
校
６
年
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
創
立
当
初
の
下
等
小
学
６
〜
９
才
・
上
等
小
学
10
才
〜
13
才
は
、
就
学
の
強
い
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
治
18
年

４
校
合
併

明
治
18
年

４
校
合
併

北
小
学
校
・
東
野
牧
小
学
校
は
分
校
・
独
立
校
等
の
変
更
を
経
て
、
昭
和
39
年
北
小
学
校
・
東
野
牧
小
学
校
と
な
っ
て
、
昭
和

60
年
小
坂
３
校
は
小
坂
小
学
校
に
合
併
し
、
平
成
24
年
下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

北
小
学
校
・
東
野
牧
小
学
校
は
分
校
・
独
立
校
等
の
変
更
を
経
て
、
昭
和
39
年
北
小
学
校
・
東
野
牧
小
学
校
と
な
っ
て
、
昭
和

60
年
小
坂
３
校
は
小
坂
小
学
校
に
合
併
し
、
平
成
24
年
下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

校
名
の
変
更
後
に
西
牧
尋
常
小
学
校
と
な
っ
て
、
西
牧
南
学
校
・
矢
川
学
校
は
分
校
独
立
校
を
経
て
、
平
成
24
年
西
牧
３
校
は

下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

校
名
の
変
更
後
に
西
牧
尋
常
小
学
校
と
な
っ
て
、
西
牧
南
学
校
・
矢
川
学
校
は
分
校
独
立
校
を
経
て
、
平
成
24
年
西
牧
３
校
は

下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

（
一
）春
秋
館
跡
国
史
跡
指
定
へ
の
道

　
既
刊
「
広
報
し
も
に
た
」
の
前
年

十
二
月
号
と
今
年
五
月
号
で
、
大
字

西
野
牧
根
小
屋
所
在
の
春
秋
館
が
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
三
回
に
わ

た
り
「
春
秋
館
」
と
「
荒
船
風
穴
」
の

関
係
、
貴
重
性
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

　
春
秋
館
の
名
は
、
蚕
種
（
蚕
卵

紙
）
を
荒
船
風
穴
に
貯
蔵
し
、
必
要

な
時
期
に
取
り
出
し
春
か
ら
秋
ま
で

蚕
飼
育
が
出
来
る
と
い
う
意
味
で
付

さ
れ
た
屋
号
で
す
。

　
春
秋
館
跡
は
、
平
成
二
九
年
（
二

◯
一
七
）
所
有
者
か
ら
町
へ
寄
贈
の

打
診
が
有
り
、
同
年
十
二
月
世
界
文

化
遺
産
荒
船
風
穴
と
同
様
の
貴
重
性

が
あ
る
と
し
て
、
寄
贈
を
受
け
る
決

断
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
即
、
家
屋
の
仮
保
存
措
置

と
家
屋
調
査
、
内
部
記
録
史
料
の
悉

皆
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
建
屋
の
建
築
方
法
や
記
録
史
料

で
多
数
の
新
発
見
が
あ
り
、
改
め
て

貴
重
な
史
跡
で
有
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

（
一
）春
秋
館
跡
国
史
跡
指
定
へ
の
道

　
既
刊
「
広
報
し
も
に
た
」
の
前
年

十
二
月
号
と
今
年
五
月
号
で
、
大
字

西
野
牧
根
小
屋
所
在
の
春
秋
館
が
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
三
回
に
わ

た
り
「
春
秋
館
」
と
「
荒
船
風
穴
」
の

関
係
、
貴
重
性
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

　
春
秋
館
の
名
は
、
蚕
種
（
蚕
卵

紙
）
を
荒
船
風
穴
に
貯
蔵
し
、
必
要

な
時
期
に
取
り
出
し
春
か
ら
秋
ま
で

蚕
飼
育
が
出
来
る
と
い
う
意
味
で
付

さ
れ
た
屋
号
で
す
。

　
春
秋
館
跡
は
、
平
成
二
九
年
（
二

◯
一
七
）
所
有
者
か
ら
町
へ
寄
贈
の

打
診
が
有
り
、
同
年
十
二
月
世
界
文

化
遺
産
荒
船
風
穴
と
同
様
の
貴
重
性

が
あ
る
と
し
て
、
寄
贈
を
受
け
る
決

断
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
即
、
家
屋
の
仮
保
存
措
置

と
家
屋
調
査
、
内
部
記
録
史
料
の
悉

皆
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
建
屋
の
建
築
方
法
や
記
録
史
料

で
多
数
の
新
発
見
が
あ
り
、
改
め
て

貴
重
な
史
跡
で
有
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

　
令
和
二
年
（
二
◯
二
◯
）
一
月
、

こ
の
成
果
を
ま
と
め
、
町
か
ら
国
に

具
申
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
国
で

も
そ
の
重
要
性
を
強
く
認
め
、
今
年

令
和
三
年
（
二
◯
二
一
）
三
月
二
六

日
に
早
く
も
国
史
跡
に
指
定
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

（
二
）荒
船
風
穴
世
界
文
化
遺
産
へ
の

道
と
評
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
世
界
遺
産
は
昭
和
四
七
年
（
一
九

七
二
）
国
際
連
合
ユ
ネ
ス
コ
総
会

（
パ
リ
）
で
決
議
さ
れ
た
国
際
条
約

（
現
在
一
九
三
か
国
）
に
基
づ
い

て
、
国
か
ら
申
請
の
有
っ
た
遺
産
を

評
価
基
準
の
も
と
で
厳
し
く
審
査

し
、
議
決
を
経
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
荒
船
風
穴
も
こ
の
様
な
手
順
の
も

と
で
登
録
さ
れ
た
も
の
で
、
町
の
み

な
ら
ず
県
や
国
も
責
任
を
持
っ
て
保

護
保
存
に
努
め
る
こ
と
が
条
件
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
代
の
地
球
上
で

は
こ
れ
以
上
貴
重
な
遺
産
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
令
和
二
年
（
二
◯
二
◯
）
一
月
、

こ
の
成
果
を
ま
と
め
、
町
か
ら
国
に

具
申
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
国
で

も
そ
の
重
要
性
を
強
く
認
め
、
今
年

令
和
三
年
（
二
◯
二
一
）
三
月
二
六

日
に
早
く
も
国
史
跡
に
指
定
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

（
二
）荒
船
風
穴
世
界
文
化
遺
産
へ
の

道
と
評
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
世
界
遺
産
は
昭
和
四
七
年
（
一
九

七
二
）
国
際
連
合
ユ
ネ
ス
コ
総
会

（
パ
リ
）
で
決
議
さ
れ
た
国
際
条
約

（
現
在
一
九
三
か
国
）
に
基
づ
い

て
、
国
か
ら
申
請
の
有
っ
た
遺
産
を

評
価
基
準
の
も
と
で
厳
し
く
審
査

し
、
議
決
を
経
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
荒
船
風
穴
も
こ
の
様
な
手
順
の
も

と
で
登
録
さ
れ
た
も
の
で
、
町
の
み

な
ら
ず
県
や
国
も
責
任
を
持
っ
て
保

護
保
存
に
努
め
る
こ
と
が
条
件
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
代
の
地
球
上
で

は
こ
れ
以
上
貴
重
な
遺
産
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
日
本
に
は
二
三
件
の
世
界
遺
産
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
支
え
て
い
る
基

礎
自
治
体
は
、
表
の
と
お
り
で
、
世

界
遺
産
を
町
で
保
有
し
て
い
る
の
は

二
四
町
と
少
数
で
す
。
近
畿
地
方
で
町

村
が
多
い
の
は
所
謂
「
熊
野
古
道
」
が

通
過
す
る
地
域
で
す
。
関
東
地
方
で
は

下
仁
田
町
の
み
で
貴
重
な
存
在
で
す
。

　
日
本
に
は
二
三
件
の
世
界
遺
産
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
支
え
て
い
る
基

礎
自
治
体
は
、
表
の
と
お
り
で
、
世

界
遺
産
を
町
で
保
有
し
て
い
る
の
は

二
四
町
と
少
数
で
す
。
近
畿
地
方
で
町

村
が
多
い
の
は
所
謂
「
熊
野
古
道
」
が

通
過
す
る
地
域
で
す
。
関
東
地
方
で
は

下
仁
田
町
の
み
で
貴
重
な
存
在
で
す
。

春
秋
館
跡
の
貴
重
性
と
荒
船
風
穴

　

春
秋
館
跡
の
貴
重
性
と
荒
船
風
穴

　

（
三
）
荒
船
風
穴
の
価
値

　
今
年
地
球
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
問

題
が
国
際
的
に
大
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
冷
風
を
利
用
し
蚕
の
増
産
を
通
し

て
世
界
の
人
類
に
貢
献
し
た
荒
船
風

穴
は
、
国
土
の
四
分
の
一
が
海
抜
０

ｍ
以
下
の
オ
ラ
ン
ダ
で
、
偏
西
風
を

利
用
し
た
風
車
に
よ
る
灌
漑
で
国
土

を
保
全
し
て
世
界
に
進
出
し
た
象
徴

と
し
て
世
界
文
化
遺
産
と
な
っ
た

「
キ
ン
デ
ル
ダ
イ
ク（Kinderdijk

）-

エ
ル
ス
ハ
ウ
ト
の
風
車
網
」
と
と
も

に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

人
類
に
貢
献
し
た
先
駆
的
世
界
遺
産

と
し
て
と
も
に
評
価
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
荒
船
風
穴
は
、
十
年
の
調

査
成
果
、
春
秋
館
跡
か
ら
新
発
見
さ

れ
た
絵
画
や
写
真
、
記
録
史
料
を
活

か
し
た
整
備
が
整
い
、
稼
働
時
の
作

業
員
の
目
線
で
見
学
で
き
ま
す
。
ま

た
番
舎
周
辺
は
車
イ
ス
の
使
用
も
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
夏
は
、
繭

増
産
に
加
え
脱
炭
素
の
象
徴
的
世
界

文
化
遺
産
と
し
て
の
姿
も
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

　
町
民
の
方
の
見
学
は
無
料
で
す
。

　
次
回
は
「
春
秋
館
跡
の
機
能
と
価

値
」
で
す
。

下
仁
田
町
歴
史
館
長
　
秋
池
　
武

（
三
）
荒
船
風
穴
の
価
値

　
今
年
地
球
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
問

題
が
国
際
的
に
大
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
冷
風
を
利
用
し
蚕
の
増
産
を
通
し

て
世
界
の
人
類
に
貢
献
し
た
荒
船
風

穴
は
、
国
土
の
四
分
の
一
が
海
抜
０

ｍ
以
下
の
オ
ラ
ン
ダ
で
、
偏
西
風
を

利
用
し
た
風
車
に
よ
る
灌
漑
で
国
土

を
保
全
し
て
世
界
に
進
出
し
た
象
徴

と
し
て
世
界
文
化
遺
産
と
な
っ
た

「
キ
ン
デ
ル
ダ
イ
ク（Kinderdijk

）-

エ
ル
ス
ハ
ウ
ト
の
風
車
網
」
と
と
も

に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

人
類
に
貢
献
し
た
先
駆
的
世
界
遺
産

と
し
て
と
も
に
評
価
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
荒
船
風
穴
は
、
十
年
の
調

査
成
果
、
春
秋
館
跡
か
ら
新
発
見
さ

れ
た
絵
画
や
写
真
、
記
録
史
料
を
活

か
し
た
整
備
が
整
い
、
稼
働
時
の
作

業
員
の
目
線
で
見
学
で
き
ま
す
。
ま

た
番
舎
周
辺
は
車
イ
ス
の
使
用
も
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
夏
は
、
繭

増
産
に
加
え
脱
炭
素
の
象
徴
的
世
界

文
化
遺
産
と
し
て
の
姿
も
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

　
町
民
の
方
の
見
学
は
無
料
で
す
。

　
次
回
は
「
春
秋
館
跡
の
機
能
と
価

値
」
で
す
。

下
仁
田
町
歴
史
館
長
　
秋
池
　
武

し
ゆ
ん
じ
ゆ
う
か
ん

国内で世界遺産を持つ自治体
（２０２１／４月）
基礎自治体　区　市　町　村
北　海　道　　　　　２
東　　　北　　　１　１　１
関　　　東　１　４　１　１
中　　　部　　　８　３　３
近　　　畿　　　13　14　７
中　　　国　　　５
九州・沖縄　　　19　３　４
　　計　　　１　50　24　17

国内で世界遺産を持つ自治体
（２０２１／４月）
基礎自治体　区　市　町　村
北　海　道　　　　　２
東　　　北　　　１　１　１
関　　　東　１　４　１　１
中　　　部　　　８　３　３
近　　　畿　　　13　14　７
中　　　国　　　５
九州・沖縄　　　19　３　４
　　計　　　１　50　24　17

春秋館新発見の荒船風穴油絵
（大正六年頃）

国
史
跡
指
定
記
念
連
載

国
史
跡
指
定
記
念
連
載
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春秋館春秋館

里
見
哲
夫

下
仁
田
の
小
学
校
の
あ
ゆ
み

下
仁
田
の
小
学
校
の
あ
ゆ
み

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
学
制
発
布
当
時
の
学
校
は
小
学
校
名
で
は
な
く
、
地
域
名
が
つ
い
た
次
の
よ
う
な
学
校
名
で
し
た
。
各
校
の
校
名
の
変
更
等
は
簡
単
に
明
記
出
来
ま
せ
ん
の
で
省
略

致
し
ま
し
た
。

○
馬
山
地
区

馬
山
東
学
校
　
　
　
　
明
治
17
年
　
　
そ
の
後
校
名
の
変
更
が
度
々
あ
っ
て
、
明
治
35
年
に
辻
替
戸
に
校
舎
を
建
設
、
昭
和
54
年
改
築
し
、
平
成
24
年
に
下
仁
田
小

馬
山
西
学
校
　
　
　
　
両
校
合
併
　
　
学
校
に
合
併
し
ま
し
た
。

○
下
仁
田
地
区

下
仁
田
学
校
　
　
　
　
明
治
18
年
　
　
大
正
５
年
現
在
地
に
校
舎
を
落
成
、
昭
和
47
年
に
建
て
替
え
、
青
倉
小
・
更
に
西
牧
・
小
坂
・
馬
山
３
校
の
合
併
に
伴
い
校
舎

南
牧
東
学
校
　
　
　
　
両
校
合
併
　
　
を
新
築
。
栗
山
分
校
は
昭
和
54
年
に
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

○
青
倉
地
区
　

青
倉
学
校
　
　
　
　
　
明
治
18
年
　
　
明
治
21
年
現
在
地
に
校
舎
を
建
設
、
大
正
10
年
と
平
成
２
年
に
校
舎
を
建
て
替
え
、
昭
和
56
年
土
谷
沢
分
校
は
閉
校
、

南
牧
東
学
校
　
　
　
　
両
校
合
併
　
　
平
成
21
年
下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

○
小
坂
地
区
　

下
小
坂
学
校

中
小
坂
学
校

上
小
坂
学
校

西
牧
東
学
校
　
　
　
　
明
治
17
年
　
　
小
坂
村
に
編
入
（
昭
和
39
年
東
野
牧
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
）

○
西
牧
地
区
　

大
平
学
校
　
　
　
　
　
明
治
15
年
　
　
西
牧
東
小
学
校
に
、
同
17
年
小
坂
村
に
編
入
し
後
の
東
野
牧
小
学
校
で
す
。

本
宿
学
校

西
牧
南
学
校

矢
川
学
校
　

入
山
学
校
　
　
　
　
　
明
治
22
年
　
（
入
山
学
校
は
碓
氷
郡
に
編
入
と
な
り
ま
し
た
。
）

※

創
立
当
初
は
義
務
化
で
は
な
く
、
下
等
小
学
６
〜
９
才
、
上
等
小
学
10
才
〜
13
才
で
し
た
。
明
治
40
年
に
小
学
校
６
年
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
創
立
当
初
の
下
等
小
学
６
〜
９
才
・
上
等
小
学
10
才
〜
13
才
は
、
就
学
の
強
い
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
学
制
発
布
当
時
の
学
校
は
小
学
校
名
で
は
な
く
、
地
域
名
が
つ
い
た
次
の
よ
う
な
学
校
名
で
し
た
。
各
校
の
校
名
の
変
更
等
は
簡
単
に
明
記
出
来
ま
せ
ん
の
で
省
略

致
し
ま
し
た
。

○
馬
山
地
区

馬
山
東
学
校
　
　
　
　
明
治
17
年
　
　
そ
の
後
校
名
の
変
更
が
度
々
あ
っ
て
、
明
治
35
年
に
辻
替
戸
に
校
舎
を
建
設
、
昭
和
54
年
改
築
し
、
平
成
24
年
に
下
仁
田
小

馬
山
西
学
校
　
　
　
　
両
校
合
併
　
　
学
校
に
合
併
し
ま
し
た
。

○
下
仁
田
地
区

下
仁
田
学
校
　
　
　
　
明
治
18
年
　
　
大
正
５
年
現
在
地
に
校
舎
を
落
成
、
昭
和
47
年
に
建
て
替
え
、
青
倉
小
・
更
に
西
牧
・
小
坂
・
馬
山
３
校
の
合
併
に
伴
い
校
舎

南
牧
東
学
校
　
　
　
　
両
校
合
併
　
　
を
新
築
。
栗
山
分
校
は
昭
和
54
年
に
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

○
青
倉
地
区
　

青
倉
学
校
　
　
　
　
　
明
治
18
年
　
　
明
治
21
年
現
在
地
に
校
舎
を
建
設
、
大
正
10
年
と
平
成
２
年
に
校
舎
を
建
て
替
え
、
昭
和
56
年
土
谷
沢
分
校
は
閉
校
、

南
牧
東
学
校
　
　
　
　
両
校
合
併
　
　
平
成
21
年
下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

○
小
坂
地
区
　

下
小
坂
学
校

中
小
坂
学
校

上
小
坂
学
校

西
牧
東
学
校
　
　
　
　
明
治
17
年
　
　
小
坂
村
に
編
入
（
昭
和
39
年
東
野
牧
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
）

○
西
牧
地
区
　

大
平
学
校
　
　
　
　
　
明
治
15
年
　
　
西
牧
東
小
学
校
に
、
同
17
年
小
坂
村
に
編
入
し
後
の
東
野
牧
小
学
校
で
す
。

本
宿
学
校

西
牧
南
学
校

矢
川
学
校
　

入
山
学
校
　
　
　
　
　
明
治
22
年
　
（
入
山
学
校
は
碓
氷
郡
に
編
入
と
な
り
ま
し
た
。
）

※

創
立
当
初
は
義
務
化
で
は
な
く
、
下
等
小
学
６
〜
９
才
、
上
等
小
学
10
才
〜
13
才
で
し
た
。
明
治
40
年
に
小
学
校
６
年
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
創
立
当
初
の
下
等
小
学
６
〜
９
才
・
上
等
小
学
10
才
〜
13
才
は
、
就
学
の
強
い
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
治
18
年

４
校
合
併

明
治
18
年

４
校
合
併

北
小
学
校
・
東
野
牧
小
学
校
は
分
校
・
独
立
校
等
の
変
更
を
経
て
、
昭
和
39
年
北
小
学
校
・
東
野
牧
小
学
校
と
な
っ
て
、
昭
和

60
年
小
坂
３
校
は
小
坂
小
学
校
に
合
併
し
、
平
成
24
年
下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

北
小
学
校
・
東
野
牧
小
学
校
は
分
校
・
独
立
校
等
の
変
更
を
経
て
、
昭
和
39
年
北
小
学
校
・
東
野
牧
小
学
校
と
な
っ
て
、
昭
和

60
年
小
坂
３
校
は
小
坂
小
学
校
に
合
併
し
、
平
成
24
年
下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

校
名
の
変
更
後
に
西
牧
尋
常
小
学
校
と
な
っ
て
、
西
牧
南
学
校
・
矢
川
学
校
は
分
校
独
立
校
を
経
て
、
平
成
24
年
西
牧
３
校
は

下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

校
名
の
変
更
後
に
西
牧
尋
常
小
学
校
と
な
っ
て
、
西
牧
南
学
校
・
矢
川
学
校
は
分
校
独
立
校
を
経
て
、
平
成
24
年
西
牧
３
校
は

下
仁
田
小
学
校
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

（
一
）春
秋
館
跡
国
史
跡
指
定
へ
の
道

　
既
刊
「
広
報
し
も
に
た
」
の
前
年

十
二
月
号
と
今
年
五
月
号
で
、
大
字

西
野
牧
根
小
屋
所
在
の
春
秋
館
が
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
三
回
に
わ

た
り
「
春
秋
館
」
と
「
荒
船
風
穴
」
の

関
係
、
貴
重
性
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

　
春
秋
館
の
名
は
、
蚕
種
（
蚕
卵

紙
）
を
荒
船
風
穴
に
貯
蔵
し
、
必
要

な
時
期
に
取
り
出
し
春
か
ら
秋
ま
で

蚕
飼
育
が
出
来
る
と
い
う
意
味
で
付

さ
れ
た
屋
号
で
す
。

　
春
秋
館
跡
は
、
平
成
二
九
年
（
二

◯
一
七
）
所
有
者
か
ら
町
へ
寄
贈
の

打
診
が
有
り
、
同
年
十
二
月
世
界
文

化
遺
産
荒
船
風
穴
と
同
様
の
貴
重
性

が
あ
る
と
し
て
、
寄
贈
を
受
け
る
決

断
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
即
、
家
屋
の
仮
保
存
措
置

と
家
屋
調
査
、
内
部
記
録
史
料
の
悉

皆
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
建
屋
の
建
築
方
法
や
記
録
史
料

で
多
数
の
新
発
見
が
あ
り
、
改
め
て

貴
重
な
史
跡
で
有
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

（
一
）春
秋
館
跡
国
史
跡
指
定
へ
の
道

　
既
刊
「
広
報
し
も
に
た
」
の
前
年

十
二
月
号
と
今
年
五
月
号
で
、
大
字

西
野
牧
根
小
屋
所
在
の
春
秋
館
が
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
三
回
に
わ

た
り
「
春
秋
館
」
と
「
荒
船
風
穴
」
の

関
係
、
貴
重
性
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

　
春
秋
館
の
名
は
、
蚕
種
（
蚕
卵

紙
）
を
荒
船
風
穴
に
貯
蔵
し
、
必
要

な
時
期
に
取
り
出
し
春
か
ら
秋
ま
で

蚕
飼
育
が
出
来
る
と
い
う
意
味
で
付

さ
れ
た
屋
号
で
す
。

　
春
秋
館
跡
は
、
平
成
二
九
年
（
二

◯
一
七
）
所
有
者
か
ら
町
へ
寄
贈
の

打
診
が
有
り
、
同
年
十
二
月
世
界
文

化
遺
産
荒
船
風
穴
と
同
様
の
貴
重
性

が
あ
る
と
し
て
、
寄
贈
を
受
け
る
決

断
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
即
、
家
屋
の
仮
保
存
措
置

と
家
屋
調
査
、
内
部
記
録
史
料
の
悉

皆
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
建
屋
の
建
築
方
法
や
記
録
史
料

で
多
数
の
新
発
見
が
あ
り
、
改
め
て

貴
重
な
史
跡
で
有
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

　
令
和
二
年
（
二
◯
二
◯
）
一
月
、

こ
の
成
果
を
ま
と
め
、
町
か
ら
国
に

具
申
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
国
で

も
そ
の
重
要
性
を
強
く
認
め
、
今
年

令
和
三
年
（
二
◯
二
一
）
三
月
二
六

日
に
早
く
も
国
史
跡
に
指
定
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

（
二
）荒
船
風
穴
世
界
文
化
遺
産
へ
の

道
と
評
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
世
界
遺
産
は
昭
和
四
七
年
（
一
九

七
二
）
国
際
連
合
ユ
ネ
ス
コ
総
会

（
パ
リ
）
で
決
議
さ
れ
た
国
際
条
約

（
現
在
一
九
三
か
国
）
に
基
づ
い

て
、
国
か
ら
申
請
の
有
っ
た
遺
産
を

評
価
基
準
の
も
と
で
厳
し
く
審
査

し
、
議
決
を
経
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
荒
船
風
穴
も
こ
の
様
な
手
順
の
も

と
で
登
録
さ
れ
た
も
の
で
、
町
の
み

な
ら
ず
県
や
国
も
責
任
を
持
っ
て
保

護
保
存
に
努
め
る
こ
と
が
条
件
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
代
の
地
球
上
で

は
こ
れ
以
上
貴
重
な
遺
産
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
令
和
二
年
（
二
◯
二
◯
）
一
月
、

こ
の
成
果
を
ま
と
め
、
町
か
ら
国
に

具
申
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
国
で

も
そ
の
重
要
性
を
強
く
認
め
、
今
年

令
和
三
年
（
二
◯
二
一
）
三
月
二
六

日
に
早
く
も
国
史
跡
に
指
定
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

（
二
）荒
船
風
穴
世
界
文
化
遺
産
へ
の

道
と
評
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
世
界
遺
産
は
昭
和
四
七
年
（
一
九

七
二
）
国
際
連
合
ユ
ネ
ス
コ
総
会

（
パ
リ
）
で
決
議
さ
れ
た
国
際
条
約

（
現
在
一
九
三
か
国
）
に
基
づ
い

て
、
国
か
ら
申
請
の
有
っ
た
遺
産
を

評
価
基
準
の
も
と
で
厳
し
く
審
査

し
、
議
決
を
経
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
荒
船
風
穴
も
こ
の
様
な
手
順
の
も

と
で
登
録
さ
れ
た
も
の
で
、
町
の
み

な
ら
ず
県
や
国
も
責
任
を
持
っ
て
保

護
保
存
に
努
め
る
こ
と
が
条
件
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
代
の
地
球
上
で

は
こ
れ
以
上
貴
重
な
遺
産
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
日
本
に
は
二
三
件
の
世
界
遺
産
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
支
え
て
い
る
基

礎
自
治
体
は
、
表
の
と
お
り
で
、
世

界
遺
産
を
町
で
保
有
し
て
い
る
の
は

二
四
町
と
少
数
で
す
。
近
畿
地
方
で
町

村
が
多
い
の
は
所
謂
「
熊
野
古
道
」
が

通
過
す
る
地
域
で
す
。
関
東
地
方
で
は

下
仁
田
町
の
み
で
貴
重
な
存
在
で
す
。

　
日
本
に
は
二
三
件
の
世
界
遺
産
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
支
え
て
い
る
基

礎
自
治
体
は
、
表
の
と
お
り
で
、
世

界
遺
産
を
町
で
保
有
し
て
い
る
の
は

二
四
町
と
少
数
で
す
。
近
畿
地
方
で
町

村
が
多
い
の
は
所
謂
「
熊
野
古
道
」
が

通
過
す
る
地
域
で
す
。
関
東
地
方
で
は

下
仁
田
町
の
み
で
貴
重
な
存
在
で
す
。

春
秋
館
跡
の
貴
重
性
と
荒
船
風
穴

　

春
秋
館
跡
の
貴
重
性
と
荒
船
風
穴

　

（
三
）
荒
船
風
穴
の
価
値

　
今
年
地
球
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
問

題
が
国
際
的
に
大
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
冷
風
を
利
用
し
蚕
の
増
産
を
通
し

て
世
界
の
人
類
に
貢
献
し
た
荒
船
風

穴
は
、
国
土
の
四
分
の
一
が
海
抜
０

ｍ
以
下
の
オ
ラ
ン
ダ
で
、
偏
西
風
を

利
用
し
た
風
車
に
よ
る
灌
漑
で
国
土

を
保
全
し
て
世
界
に
進
出
し
た
象
徴

と
し
て
世
界
文
化
遺
産
と
な
っ
た

「
キ
ン
デ
ル
ダ
イ
ク（Kinderdijk

）-

エ
ル
ス
ハ
ウ
ト
の
風
車
網
」
と
と
も

に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

人
類
に
貢
献
し
た
先
駆
的
世
界
遺
産

と
し
て
と
も
に
評
価
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
荒
船
風
穴
は
、
十
年
の
調

査
成
果
、
春
秋
館
跡
か
ら
新
発
見
さ

れ
た
絵
画
や
写
真
、
記
録
史
料
を
活

か
し
た
整
備
が
整
い
、
稼
働
時
の
作

業
員
の
目
線
で
見
学
で
き
ま
す
。
ま

た
番
舎
周
辺
は
車
イ
ス
の
使
用
も
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
夏
は
、
繭

増
産
に
加
え
脱
炭
素
の
象
徴
的
世
界

文
化
遺
産
と
し
て
の
姿
も
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

　
町
民
の
方
の
見
学
は
無
料
で
す
。

　
次
回
は
「
春
秋
館
跡
の
機
能
と
価

値
」
で
す
。

下
仁
田
町
歴
史
館
長
　
秋
池
　
武

（
三
）
荒
船
風
穴
の
価
値

　
今
年
地
球
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
問

題
が
国
際
的
に
大
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
冷
風
を
利
用
し
蚕
の
増
産
を
通
し

て
世
界
の
人
類
に
貢
献
し
た
荒
船
風

穴
は
、
国
土
の
四
分
の
一
が
海
抜
０

ｍ
以
下
の
オ
ラ
ン
ダ
で
、
偏
西
風
を

利
用
し
た
風
車
に
よ
る
灌
漑
で
国
土

を
保
全
し
て
世
界
に
進
出
し
た
象
徴

と
し
て
世
界
文
化
遺
産
と
な
っ
た

「
キ
ン
デ
ル
ダ
イ
ク（Kinderdijk

）-

エ
ル
ス
ハ
ウ
ト
の
風
車
網
」
と
と
も

に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

人
類
に
貢
献
し
た
先
駆
的
世
界
遺
産

と
し
て
と
も
に
評
価
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
荒
船
風
穴
は
、
十
年
の
調

査
成
果
、
春
秋
館
跡
か
ら
新
発
見
さ

れ
た
絵
画
や
写
真
、
記
録
史
料
を
活

か
し
た
整
備
が
整
い
、
稼
働
時
の
作

業
員
の
目
線
で
見
学
で
き
ま
す
。
ま

た
番
舎
周
辺
は
車
イ
ス
の
使
用
も
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
夏
は
、
繭

増
産
に
加
え
脱
炭
素
の
象
徴
的
世
界

文
化
遺
産
と
し
て
の
姿
も
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

　
町
民
の
方
の
見
学
は
無
料
で
す
。

　
次
回
は
「
春
秋
館
跡
の
機
能
と
価

値
」
で
す
。

下
仁
田
町
歴
史
館
長
　
秋
池
　
武

し
ゆ
ん
じ
ゆ
う
か
ん

国内で世界遺産を持つ自治体
（２０２１／４月）
基礎自治体　区　市　町　村
北　海　道　　　　　２
東　　　北　　　１　１　１
関　　　東　１　４　１　１
中　　　部　　　８　３　３
近　　　畿　　　13　14　７
中　　　国　　　５
九州・沖縄　　　19　３　４
　　計　　　１　50　24　17

国内で世界遺産を持つ自治体
（２０２１／４月）
基礎自治体　区　市　町　村
北　海　道　　　　　２
東　　　北　　　１　１　１
関　　　東　１　４　１　１
中　　　部　　　８　３　３
近　　　畿　　　13　14　７
中　　　国　　　５
九州・沖縄　　　19　３　４
　　計　　　１　50　24　17

春秋館新発見の荒船風穴油絵
（大正六年頃）

国
史
跡
指
定
記
念
連
載

国
史
跡
指
定
記
念
連
載
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
コ
ロ
ナ
禍
や
萌
ゆ
る
景
色
に
心
湧
く

　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
和
美
峠
杉
に
落
葉
松
え
め
ら
る
ど

　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
新
緑
の
清
々
し
さ
に
闊
歩
す
る

　
　
　

 

（
南
野
牧
）

　都
築

　翠

■
八
重
桜
の
背
今
朝
の
妙
義
嶺
顔
や
さ
し 

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
空
青
く
桜
は
映
え
し
光
満
つ
小
幡
の
里
の
風
清
や
か

　
　
　
　
　
　
　

 
（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
花
び
ら
や
蕋
に
か
ざ
ら
れ
坂
道
の
老
木
ゆ
る
る
花
冷
え
の
朝

　
　
　
　

 

（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
ゆ
ら
ゆ
ら
と
流
る
る
川
に
映
り
ゆ
く
暖
か
き
朝
ほ
た
る
橋
の
灯

　
　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
春
風
に
桜
ヒ
ラ
ヒ
ラ
舞
い
散
る
に
惜
し
む
心
が
待
て
と
希
う

　
　

   

　（
南
野
牧
）

　都
築

　翠

■
風
穴
の
林
に
咲
い
た
る
エ
ン
レ
ン
草
風
さ
や
か
な
り
五
月
の
お
も
て
な
し 

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

こ
う
ぼ
う

り
ょ
う
ら
ん

う
ば

つ
ま
ず

こ
ま

か

し
べ

【
星
俳
句
会
四
月
句
会
】

■
再
開
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
黄
水
仙

　
　
　永
井
波
江

■
花
嫁
と
声
触
れ
合
え
て
花
の
下

　
　
　
　吉
田
文
子

■
一
日
過
ぐ
陽
の
か
け
ら
追
ふ
夕
桜

　
　
　工
藤
初
恵

■
椿
落
つ
天
の
光
芒
躓
か
せ

　
　
　
　
　
　佐
藤
信
香

■
撩
乱
の
花
の
い
の
ち
を
奪
ふ
風

　
　
　
　高
田
ト
ク

■
葉
に
光
る
木
の
芽
起
し
の
雨
の
粒

　
　
　
　新
井
笑
子

■
大
き
め
の
制
服
清
し
四
月
か
な

　
　
　
　
　
　斉
藤
悦
子

■
春
寒
し
雨
の
予
感
か
身
の
疼
く

　
　
　
　
　

   

須
藤
禮
子

■
今
日
一
句
生
き
る
駒
と
し
春
を
詠
む

　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
コ
ロ
ナ
禍
を
希
望
の
聖
火
風
ひ
か
る

　
　
　

 

　今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

令和３年
442号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより

サークル活動を紹介します！サークル活動を紹介します！

図書室掲示板

●活動日　第2月曜日（8月・1月は休み）
　　　　　13：30～16：00
●場　所　公民館3F 技術伝承室
●先　生　伊原 よし江先生
●会員数　10名
会員募集中です!
世界でひとつだけのオリジナルグッズを作
りませんか？お気軽に見学にいらしてくだ
さい。
●連絡先　高田　☎82-3725
　留守電に連絡先を録音していただけれ
ば改めて連絡します。

　4月23日の「子ども読書の日」にあわせて下仁田小学校・下仁田中学校・下仁田町公民館の図
書室が連携して読書活動を推進する『子ども読書ＷＥＥＫ』を開催しました。

公民館ではさまざまなサークル・団体が活動しています。「何か始めてみたい」「趣味を楽し
みたい」「仲間づくりをしたい」とお考えの方、サークルに参加してみませんか？
活動内容の詳細は各団体の連絡先へお問い合わせください。

『子ども読書ＷＥＥＫ』 開催しました『子ども読書ＷＥＥＫ』 開催しました

プリントアートサークルプリントアートサークル 生命の貯蓄体操生命の貯蓄体操

9:30～10:30
9:30～10:30
19:30～20:30
13:30～14:30
9:30～10:30
13:30～14:30
9:30～10:30

活動日

●連絡先　鈴木いせ　☎63-7543

時間 時間
月

公民館3F
談話室

公民館3F
談話室

公民館3F学習室

火

水

木

金

下仁田小学校 下仁田中学校 下仁田町公民館
えほん・紙芝居の読み聞かせ動画を配
信しました。

絵　本：読み聞かせの会
　　　　（代表：金子和子さん）
紙芝居：南都由美さん（下仁田納豆）

「地域のオトナが中学生に紹介したい
一冊～これからオトナになるキミへ～」
本と一緒にメッセージを掲示しました。

令和2年度に小学5年生が作成した「読
書ゆうびん」、中学生が作成した「中学生
からおすすめしたい本」を掲示しました。

6月15日まで掲示していますので
お立ち寄りください

6月15日まで掲示していますので
お立ち寄りください

〜
消
火
器
の
使
用
方
法
に
つ
い

て
〜
 

①
消
火
器
を
持
っ
て
、火
元
の
近

く
ま
で
移
動
す
る
。

②
初
め
に
安
全
ピ
ン
を
上
に
抜

い
て
、次
に
ホ
ー
ス
を
火
元
に
向

け
、最
後
に
レ
バ
ー
を
握
る
。

●
ポ
イ
ン
ト
！

○
消
火
器
の
中
に
は
粉
の
消
火

薬
剤
が
入
っ
て
お
り
、使
用
す
る

と
視
界
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。必
ず
逃
げ
道
を
確
保
し
て
か

ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
消
火
時
間
は
約
15
秒
で
す
。消

火
の
コ
ツ
は
火
元
を
狙
っ
て
、ほ

う
き
で
掃
く
よ
う
に
消
火
す
る
こ
と
で
す
。

○
天
井
ま
で
火
が
到
達
し
て
し
ま
う
と
消
火
器
で
消
火
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。速
や
か
に
逃
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、一
番
大
切
な
こ
と
は
消
火
と
並
行
し
て
消
防

署
へ
通
報
す
る
こ
と
で
す
。火
災
を
発
見
し
た
ら
速
や
か

に
１
１
９
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
消
火
器
を
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
〜
　
　

例
：
長
期
間
使
用
せ
ず
放
置
し
て
い
た
ら
、底
面
が
さ
び

て
い
た
。誤
っ
て
倒
し
て
し
ま
い
ピ
ン
や
レ
バ
ー
が
変
形
し

て
し
ま
っ
た
。

※
こ
の
よ
う
な
状
態
の
も
の
を
使
用
す
る
と
思
わ
ぬ
事
故

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
消
火
器
に
関
し
て
不
明
な
点
は
下
仁
田
消
防
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
 

下
仁
田
消
防
署
　
☎
0
2
7
4
―
82
―
2
2
2
9

い
ざ
！
と
い
う
と
き
に
“消
火
器
”
を

使
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

消火器の使い方

安全ピンを
引き抜く
安全ピンを
引き抜く

レバーを
強く握る
レバーを
強く握る

ホースの先を持ち
火元に向ける

ホースの先を持ち
火元に向ける

①① ②② ③③

生命の貯蓄体操が下仁田町に根付いて40年
近くになります。この体操の特長はお腹の底か
ら息を吐く「丹田呼吸」と、身体の重力と反動
を利用して「体をゆるめコリをとる」ことです。
体幹を整え、高齢社会を元気
に過ごせる健康づくりを一緒
にしませんか？ 
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
コ
ロ
ナ
禍
や
萌
ゆ
る
景
色
に
心
湧
く

　

 

（
馬
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）

　田
村

　久
江
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和
美
峠
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落
葉
松
え
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ら
る
ど

　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
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ひ
ろ
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新
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々
し
さ
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闊
歩
す
る
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南
野
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　都
築
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■
八
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桜
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光
満
つ
小
幡
の
里
の
風
清
や
か

　
　
　
　
　
　
　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
花
び
ら
や
蕋
に
か
ざ
ら
れ
坂
道
の
老
木
ゆ
る
る
花
冷
え
の
朝
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追
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の
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■
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め
の
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清
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予
感
か
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■
今
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る
駒
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藤
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げ
子

■
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禍
を
希
望
の
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火
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る

　
　
　

 

　今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

令和３年
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより

サークル活動を紹介します！サークル活動を紹介します！

図書室掲示板

●活動日　第2月曜日（8月・1月は休み）
　　　　　13：30～16：00
●場　所　公民館3F 技術伝承室
●先　生　伊原 よし江先生
●会員数　10名
会員募集中です!
世界でひとつだけのオリジナルグッズを作
りませんか？お気軽に見学にいらしてくだ
さい。
●連絡先　高田　☎82-3725
　留守電に連絡先を録音していただけれ
ば改めて連絡します。

　4月23日の「子ども読書の日」にあわせて下仁田小学校・下仁田中学校・下仁田町公民館の図
書室が連携して読書活動を推進する『子ども読書ＷＥＥＫ』を開催しました。

公民館ではさまざまなサークル・団体が活動しています。「何か始めてみたい」「趣味を楽し
みたい」「仲間づくりをしたい」とお考えの方、サークルに参加してみませんか？
活動内容の詳細は各団体の連絡先へお問い合わせください。

『子ども読書ＷＥＥＫ』 開催しました『子ども読書ＷＥＥＫ』 開催しました

プリントアートサークルプリントアートサークル 生命の貯蓄体操生命の貯蓄体操

9:30～10:30
9:30～10:30
19:30～20:30
13:30～14:30
9:30～10:30
13:30～14:30
9:30～10:30

活動日

●連絡先　鈴木いせ　☎63-7543

時間 時間
月

公民館3F
談話室

公民館3F
談話室

公民館3F学習室

火

水

木

金

下仁田小学校 下仁田中学校 下仁田町公民館
えほん・紙芝居の読み聞かせ動画を配
信しました。

絵　本：読み聞かせの会
　　　　（代表：金子和子さん）
紙芝居：南都由美さん（下仁田納豆）

「地域のオトナが中学生に紹介したい
一冊～これからオトナになるキミへ～」
本と一緒にメッセージを掲示しました。

令和2年度に小学5年生が作成した「読
書ゆうびん」、中学生が作成した「中学生
からおすすめしたい本」を掲示しました。

6月15日まで掲示していますので
お立ち寄りください

6月15日まで掲示していますので
お立ち寄りください

〜
消
火
器
の
使
用
方
法
に
つ
い

て
〜
 

①
消
火
器
を
持
っ
て
、火
元
の
近

く
ま
で
移
動
す
る
。

②
初
め
に
安
全
ピ
ン
を
上
に
抜

い
て
、次
に
ホ
ー
ス
を
火
元
に
向

け
、最
後
に
レ
バ
ー
を
握
る
。

●
ポ
イ
ン
ト
！

○
消
火
器
の
中
に
は
粉
の
消
火

薬
剤
が
入
っ
て
お
り
、使
用
す
る

と
視
界
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。必
ず
逃
げ
道
を
確
保
し
て
か

ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
消
火
時
間
は
約
15
秒
で
す
。消

火
の
コ
ツ
は
火
元
を
狙
っ
て
、ほ

う
き
で
掃
く
よ
う
に
消
火
す
る
こ
と
で
す
。

○
天
井
ま
で
火
が
到
達
し
て
し
ま
う
と
消
火
器
で
消
火
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。速
や
か
に
逃
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、一
番
大
切
な
こ
と
は
消
火
と
並
行
し
て
消
防

署
へ
通
報
す
る
こ
と
で
す
。火
災
を
発
見
し
た
ら
速
や
か

に
１
１
９
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
消
火
器
を
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
〜
　
　

例
：
長
期
間
使
用
せ
ず
放
置
し
て
い
た
ら
、底
面
が
さ
び

て
い
た
。誤
っ
て
倒
し
て
し
ま
い
ピ
ン
や
レ
バ
ー
が
変
形
し

て
し
ま
っ
た
。

※
こ
の
よ
う
な
状
態
の
も
の
を
使
用
す
る
と
思
わ
ぬ
事
故

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
消
火
器
に
関
し
て
不
明
な
点
は
下
仁
田
消
防
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
 

下
仁
田
消
防
署
　
☎
0
2
7
4
―
82
―
2
2
2
9

い
ざ
！
と
い
う
と
き
に
“消
火
器
”
を

使
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

消火器の使い方

安全ピンを
引き抜く
安全ピンを
引き抜く

レバーを
強く握る
レバーを
強く握る

ホースの先を持ち
火元に向ける

ホースの先を持ち
火元に向ける

①① ②② ③③

生命の貯蓄体操が下仁田町に根付いて40年
近くになります。この体操の特長はお腹の底か
ら息を吐く「丹田呼吸」と、身体の重力と反動
を利用して「体をゆるめコリをとる」ことです。
体幹を整え、高齢社会を元気
に過ごせる健康づくりを一緒
にしませんか？ 
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

す
る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
03
―
3
5
8
1
―
5
3
1
1
　

内
線
2
3
3
3

〇
右
記
以
外
の
問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係

☎
0
4
8
―
6
0
0
―
3
2
9
0

内
線
2
0
9
7

　
ご
家
族
等
の
大
切
な
人
を
自
死

で
亡
く
し
た
と
き
、
遺
さ
れ
た
方
が

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
悲
し

み
、
不
安
、
怒
り
な
ど
の
様
々
な
感

情
を
抱
く
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
気
持
ち
を
周
囲
に

話
す
こ
と
は
難
し
く
、
複
雑
な
気
持

ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
る
方
も
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ご
遺
族
等
が
安
心
し
て

思
い
を
語
れ
る
自
死
遺
族
相
談
を

開
催
し
て
い
ま
す
。精
神
科
医
師
・

保
健
師
が
お
話
を
う
か
が
い
、
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者
　ご
家
族
等
を
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
方（
家
族
、
婚
約
者
、
親

し
い
友
人
な
ど
）

●
日
時
　原
則
、
毎
月
第
１
木
曜
日 

午
後
１
時
30
分
か
ら（
予
約
制
）

●
場
所

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

自
死
遺
族
相
談
の
ご
案
内

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
６
月
25

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低
価

格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新

薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
後

発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。新
薬
に
比

べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を
節
約
で

き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、

医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
ご
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で
配

布
し
て
お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な

い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税

務
職
員
　（
国
家
公
務
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
令
和
３
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及

び
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込

み
の
者

②
人
事
院
が
右
記
①
に
掲
げ
る
者

に
準
ず
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
申
込
方
法

６
月
21
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
６
月

30
日（
水
）﹇
受
信
有
効
﹈ま
で
に
、
原

則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日

第
１
次
試
験
日
　
９
月
５
日
（
日
）

第
２
次
試
験
日
　
10
月
13
日
（
水
）

〜
10
月
22
日（
金
）の
い
ず
れ
か
第
１

次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る

日
時

●
問
い
合
わ
せ

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関

課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室

☎
0
2
7
―
8
9
6
―
4
7
3
4

ま
た
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監

督
署
・
各
公
共
職
業
安
定
所
へ

　
下
仁
田
町
と
「
地
域
経
済
活
性
化

に
向
け
た
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結

し
て
い
る
し
の
の
め
信
用
金
庫
主

催
、
下
仁
田
町
共
催
に
よ
る
創
業
塾

が
開
催
さ
れ
ま
す
。今
後
創
業
、
起

業
を
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
令
和
３
年
６
月
19
日
〜

８
月
28
日
　
計
８
回

詳
細
な
日
程
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

●
会
場
　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル 

●
募
集
定
員
　
15
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

●
受
講
料
　
1
1
，
0
0
0
円
（
消

費
税
込
　
全
８
回
分
）

○
創
業
塾
を
受
講
す
る
メ
リ
ッ
ト

・
下
仁
田
町
創
業
支
援
事
業
補
助
金

の
補
助
対
象
者
の
要
件
を
一
部
満

た
し
ま
す
。

・
会
社
を
設
立
す
る
際
の
登
録
免
許

（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

●
申
込
み
方
法
　事
前
に
群
馬
県

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６

　
令
和
3
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
手
続
き
は
、
令
和
3
年
6
月

1
日
（
火
）
か
ら
7
月
12
日
（
月
）
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
及
び
雇
用

保
険
）
の
年
度
更
新
（
令
和
2
年
度

確
定
保
険
料
、
令
和
3
年
度
概
算
保

険
料
及
び
一
般
拠
出
金
の
申
告
・

納
付
）
手
続
き
は
、
令
和
3
年
6
月

1
日
（
火
）
か
ら
7
月
12
日
（
月
）
ま

で
の
期
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
年
度
更
新
手
続
き
に
必
要
な
申

告
関
係
書
類
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

申
告
手
続
き
期
間
に
間
に
合
う
よ

う
各
事
業
主
様
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
当
該
書
類
が
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
、
7
月
12
日（
月
）ま
で
に
申

告
・
納
付
手
続
き
を
完
了
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
政
府
が

労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
額

を
決
定
し
、
さ
ら
に
追
徴
金
（
労
働

保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
10
％
）を

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係
　

☎
64
―
８
８
０
１（
直
通
）

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
７
月
６
日
（
毎
月
第
1
火

曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
創
業
関
連
保
証
の
特
例
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
支
援
を
受
け
る
た
め

に
は
証
明
書
交
付
申
請
書
を
提
出

し
、
町
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
た

方
に
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。修
了

後
町
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

Q
R
コ
ー
ド
に

ア
ク
セ
ス
し
、

申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

し
の
の
め
信
用
金
庫
　
法
人
営
業
部

☎
0
2
7
―
3
3
0
―
1
1
7
7

●
相
談
窓
口

商
工
観
光
課
　
商
工
観
光
係

☎
64
―
8
8
0
5（
直
通
）

　
夜
間
や
早
朝
、
山
間
部
な
ど
人
目

に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
ご
み
の
投

棄
を
繰
り
返
す
、
悪
質
な
不
法
投
棄

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
土
地
に
、
大
量
の
ご
み
を

捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
定
期
的
に

見
回
り
を
し
て
、し
っ
か
り
管
理
し

ま
し
ょ
う
。不
法
投
棄
を
し
た
人
が

行
方
不
明
に
な
っ
た
り
、
撤
去
す
る

資
力
が
な
い
と
き
は
、土
地
の
所
有

者
が
自
分
で
片
付
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。不
法
投
棄
を
見
か
け
た

ら
、早
期
発
見
・
早
期
撤
去
の
た
め
、

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
不
審
な
行
為
に
関
す
る
通
報
・

問
合
わ
せ
先
　

保
健
課
環
境
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）☎
82
―
5
4
9
0

ま
た
は
、
県
産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

（
0
1
2
0
―
81
―
5
3
2
4

（
ハ
イ
ゴ
ミ
通
報
））

西
部
環
境
森
林
事
務
所
廃
棄
物
係

（
0
2
7
―
3
2
3
―
5
5
3
0
）

●
庭
木
の
剪
定
枝
は
適
正
に
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

　
庭
木
の
剪
定
枝
を
河
川
や
山
林

等
に
投
棄
す
る
こ
と
や
畑
等
で
焼

却
す
る
こ
と
は
違
法
行
為
で
す
。

　
ま
た
、
自
分
が
所
有
す
る
畑
や
山

林
に
投
棄
す
る
こ
と
で
、
そ
の
場
所

に
第
三
者
が
不
法
投
棄
を
す
る
原

因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
剪
定
枝
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
日
に

指
定
ゴ
ミ
袋（
燃
え
る
ゴ
ミ
袋
）に
入

れ
て
地
域
の
集
積
場
に
出
す
か
、
焼

却
場
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

税
務
署
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

6
月
は
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進

強
化
月
間
で
す
。不
法
投
棄
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

行
政
相
談

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

「
労
働
保
険
の
年
度
更
新
」の

お
知
ら
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
し
の
の
め
信
用
金
庫
創
業
塾
」

受
講
者
募
集

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

【
http://w

w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l】
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

す
る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
03
―
3
5
8
1
―
5
3
1
1
　

内
線
2
3
3
3

〇
右
記
以
外
の
問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係

☎
0
4
8
―
6
0
0
―
3
2
9
0

内
線
2
0
9
7

　
ご
家
族
等
の
大
切
な
人
を
自
死

で
亡
く
し
た
と
き
、
遺
さ
れ
た
方
が

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
悲
し

み
、
不
安
、
怒
り
な
ど
の
様
々
な
感

情
を
抱
く
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
気
持
ち
を
周
囲
に

話
す
こ
と
は
難
し
く
、
複
雑
な
気
持

ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
る
方
も
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ご
遺
族
等
が
安
心
し
て

思
い
を
語
れ
る
自
死
遺
族
相
談
を

開
催
し
て
い
ま
す
。精
神
科
医
師
・

保
健
師
が
お
話
を
う
か
が
い
、
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者
　ご
家
族
等
を
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
方（
家
族
、
婚
約
者
、
親

し
い
友
人
な
ど
）

●
日
時
　原
則
、
毎
月
第
１
木
曜
日 

午
後
１
時
30
分
か
ら（
予
約
制
）

●
場
所

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

自
死
遺
族
相
談
の
ご
案
内

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
６
月
25

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低
価

格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新

薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
後

発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。新
薬
に
比

べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を
節
約
で

き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、

医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
ご
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で
配

布
し
て
お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な

い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税

務
職
員
　（
国
家
公
務
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
令
和
３
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及

び
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込

み
の
者

②
人
事
院
が
右
記
①
に
掲
げ
る
者

に
準
ず
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
申
込
方
法

６
月
21
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
６
月

30
日（
水
）﹇
受
信
有
効
﹈ま
で
に
、
原

則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日

第
１
次
試
験
日
　
９
月
５
日
（
日
）

第
２
次
試
験
日
　
10
月
13
日
（
水
）

〜
10
月
22
日（
金
）の
い
ず
れ
か
第
１

次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る

日
時

●
問
い
合
わ
せ

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関

課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室

☎
0
2
7
―
8
9
6
―
4
7
3
4

ま
た
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監

督
署
・
各
公
共
職
業
安
定
所
へ

　
下
仁
田
町
と
「
地
域
経
済
活
性
化

に
向
け
た
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結

し
て
い
る
し
の
の
め
信
用
金
庫
主

催
、
下
仁
田
町
共
催
に
よ
る
創
業
塾

が
開
催
さ
れ
ま
す
。今
後
創
業
、
起

業
を
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
令
和
３
年
６
月
19
日
〜

８
月
28
日
　
計
８
回

詳
細
な
日
程
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

●
会
場
　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル 

●
募
集
定
員
　
15
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

●
受
講
料
　
1
1
，
0
0
0
円
（
消

費
税
込
　
全
８
回
分
）

○
創
業
塾
を
受
講
す
る
メ
リ
ッ
ト

・
下
仁
田
町
創
業
支
援
事
業
補
助
金

の
補
助
対
象
者
の
要
件
を
一
部
満

た
し
ま
す
。

・
会
社
を
設
立
す
る
際
の
登
録
免
許

（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

●
申
込
み
方
法
　事
前
に
群
馬
県

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６

　
令
和
3
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
手
続
き
は
、
令
和
3
年
6
月

1
日
（
火
）
か
ら
7
月
12
日
（
月
）
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
及
び
雇
用

保
険
）
の
年
度
更
新
（
令
和
2
年
度

確
定
保
険
料
、
令
和
3
年
度
概
算
保

険
料
及
び
一
般
拠
出
金
の
申
告
・

納
付
）
手
続
き
は
、
令
和
3
年
6
月

1
日
（
火
）
か
ら
7
月
12
日
（
月
）
ま

で
の
期
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
年
度
更
新
手
続
き
に
必
要
な
申

告
関
係
書
類
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

申
告
手
続
き
期
間
に
間
に
合
う
よ

う
各
事
業
主
様
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
当
該
書
類
が
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
、
7
月
12
日（
月
）ま
で
に
申

告
・
納
付
手
続
き
を
完
了
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
政
府
が

労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
額

を
決
定
し
、
さ
ら
に
追
徴
金
（
労
働

保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
10
％
）を

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係
　

☎
64
―
８
８
０
１（
直
通
）

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
７
月
６
日
（
毎
月
第
1
火

曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
創
業
関
連
保
証
の
特
例
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
支
援
を
受
け
る
た
め

に
は
証
明
書
交
付
申
請
書
を
提
出

し
、
町
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
た

方
に
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。修
了

後
町
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

Q
R
コ
ー
ド
に

ア
ク
セ
ス
し
、

申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

し
の
の
め
信
用
金
庫
　
法
人
営
業
部

☎
0
2
7
―
3
3
0
―
1
1
7
7

●
相
談
窓
口

商
工
観
光
課
　
商
工
観
光
係

☎
64
―
8
8
0
5（
直
通
）

　
夜
間
や
早
朝
、
山
間
部
な
ど
人
目

に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
ご
み
の
投

棄
を
繰
り
返
す
、
悪
質
な
不
法
投
棄

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
土
地
に
、
大
量
の
ご
み
を

捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
定
期
的
に

見
回
り
を
し
て
、し
っ
か
り
管
理
し

ま
し
ょ
う
。不
法
投
棄
を
し
た
人
が

行
方
不
明
に
な
っ
た
り
、
撤
去
す
る

資
力
が
な
い
と
き
は
、土
地
の
所
有

者
が
自
分
で
片
付
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。不
法
投
棄
を
見
か
け
た

ら
、早
期
発
見
・
早
期
撤
去
の
た
め
、

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
不
審
な
行
為
に
関
す
る
通
報
・

問
合
わ
せ
先
　

保
健
課
環
境
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）☎
82
―
5
4
9
0

ま
た
は
、
県
産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

（
0
1
2
0
―
81
―
5
3
2
4

（
ハ
イ
ゴ
ミ
通
報
））

西
部
環
境
森
林
事
務
所
廃
棄
物
係

（
0
2
7
―
3
2
3
―
5
5
3
0
）

●
庭
木
の
剪
定
枝
は
適
正
に
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

　
庭
木
の
剪
定
枝
を
河
川
や
山
林

等
に
投
棄
す
る
こ
と
や
畑
等
で
焼

却
す
る
こ
と
は
違
法
行
為
で
す
。

　
ま
た
、
自
分
が
所
有
す
る
畑
や
山

林
に
投
棄
す
る
こ
と
で
、
そ
の
場
所

に
第
三
者
が
不
法
投
棄
を
す
る
原

因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
剪
定
枝
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
日
に

指
定
ゴ
ミ
袋（
燃
え
る
ゴ
ミ
袋
）に
入

れ
て
地
域
の
集
積
場
に
出
す
か
、
焼

却
場
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

税
務
署
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

6
月
は
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進

強
化
月
間
で
す
。不
法
投
棄
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

行
政
相
談

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

「
労
働
保
険
の
年
度
更
新
」の

お
知
ら
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
し
の
の
め
信
用
金
庫
創
業
塾
」

受
講
者
募
集

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

【
http://w

w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l】
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

※
な
お
、
団
体
は
、
規
約
等
を
有

し
、
会
計
等
が
明
確
に
処
理
さ
れ

て
い
る
団
体
。

●
補
助
対
象
事
業

　
以
下
を
補
助
対
象
と
し
、
甘
楽

富
岡
振
興
局
に
お
い
て
該
当
の
可

否
を
判
断
い
た
し
ま
す
。

①
地
域
の
振
興
及
び
活
性
化
、
地

域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
事
業

で
、
地
域
振
興
調
整
費
を
活
用
す

る
こ
と
で
効
果
が
見
込
ま
れ
る
事

業
。

②
山
村
地
域
の
魅
力
あ
る
地
域
資

源
を
活
用
し
た
、
山
村
振
興
及
び

活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
事
業
。

●
問
い
合
わ
せ・申
請
先

群
馬
県
甘
楽
富
岡
振
興
局

富
岡
行
政
県
税
事
務
所
　
総
務
振

興
係

〒
３
７
０
―
２
４
５
４

富
岡
市
田
島
３
４
３
―
１

富
岡
合
同
庁
舎
内

☎
０
２
７
４
―
62
―
９
５
２
５

●
開
催
日
時

令
和
3
年
6
月
22
日
（
火
）

●
目
的

　
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
定
着

し
て
き
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
な
お
振

興
し
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
日
を
普
及

促
進
の
日
と
し
て
進
め
る
。

　
町
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
（
要
支
援

者
）
を
支
援
す
る
た
め
の
「
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
」
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
名
簿
は
、
民
生
委
員
、
区
長
、

消
防
関
係
、
警
察
等
の
地
域
の
支
援

者
に
事
前
に
提
供
し
て
お
き
、
台
風

等
の
災
害
時
に
要
支
援
者
が
自
宅

に
い
る
こ
と
が
危
険
と
判
断
し
た

場
合
、
避
難
所
ま
で
円
滑
に
移
動
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
取
組
み
に
活

用
し
ま
す
。

　
名
簿
に
は
災
害
時
に
避
難
が
心

配
で
、
個
人
情
報
の
提
供
に
同
意
が

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま

す
。登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉

課
か
地
域
の
民
生
委
員
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は

避
難
支
援
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で

必
ず
し
も
支
援
が
約
束
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
時
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
準
備
や
心
構
え

を
持
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
4

封
さ
れ
て
い
る
「
調
査
票
の
記
入
の

し
か
た
」
を
ご
覧
の
う
え
、
ご
回
答

く
だ
さ
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
も

し
く
は
郵
送
で
ご
回
答
い
た
だ
け

ま
す
。

　
皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご

回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
回
答
期
限
　
令
和
３
年
６
月
８

日（
火
）

●
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工

観
光
係
　
☎
64
―
８
８
０
５

　
近
年
、
他
県
に
お
い
て
道
路
沿

い
に
あ
る
民
地
斜
面
の
崩
落
に
伴

う
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
に
あ
る
道
路

沿
い
の
急
傾
斜
地
（
が
け
地
）
等

を
土
地
所
有
者
や
住
民
の
皆
様
が

自
主
的
に
日
常
的
な
点
検
を
実
施

す
る
こ
と
で
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
が
け
崩
れ
の
前
兆
と
思
し
き
新

た
な
亀
裂
や
浮
石
、
落
石
等
の
変

状
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
区
長
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
点
検
実
施
に
あ
た
り
斜

面
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
６
月
１
日
現
在
で
、

「
令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。こ
の
調
査

は
、
す
べ
て
の
産
業
分
野
に
お
け
る

事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動
の
状

況
を
全
国
的
・
地
域
別
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企

業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
票
は
調
査
員
が
お
伺
い
し

て
直
接
配
布
す
る
か
、
国
が
郵
送
し

ま
す
。調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、同

建
設
水
道
課
　
建
設
係
　

☎
64
―
８
８
０
７
（
直
通
）

　
「
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
」
と
は
、

も
し
認
知
症
や
病
気
で
、
自
分
の

事
を
自
分
で
決
め
る
事
が
難
し
く

な
っ
た
時
、
事
前
に
ノ
ー
ト
を
書

き
留
め
て
お
く
と
周
囲
の
人
が
こ

の
ノ
ー
ト
を
参
考
に
あ
な
た
を
支

え
て
く
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
こ
と

を
伝
え
る
こ
と
は
、
大
切
な
人
の

大
き
な
助
け
に
な
り
ま
す
。
あ
な

た
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
ご
自
身
の
こ
と
を
書
き

留
め
て
お
く
た
め
に
お
使
い
く
だ

さ
い
。

　
ノ
ー
ト
は
役
場
で
配
布
す
る
ほ

か
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係
　

☎
64
―
8
8
0
4

令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

活
動
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

急
傾
斜
地（
が
け
地
）等
の

日
常
的
な
点
検
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

避
難
時
に
支
援
が
必
要
な

人
の
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
大
切
な
人
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ「
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
」を

作
成
し
ま
し
た
。

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

下
仁
田
中
学
校
ナ
イ
タ
ー

照
明
の
利
用
休
止
に
つ
い
て

令
和
3
年
度
に
、皆
さ
ん
が
取
り
組
む

「
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
活
動
」を

支
援
し
ま
す
。

（「
地
域
振
興
調
整
費
」に
よ
る
活

動
費
へ
の
補
助
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
日
　

県
民
無
料
招
待

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

た
実
態
調
査（
ひ
と
り
暮
ら

し・ふ
た
り
暮
ら
し
調
査
）を

中
止
し
ま
す

お知らせ版お知らせ版

　
下
仁
田
中
学
校
ナ
イ
タ
ー
照
明

に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
の
老
朽

化
の
た
め
、
当
面
の
間
利
用
を
休

止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
利
用
者
や
周
辺
地
域
の
安
全
確

保
の
た
め
の
改
修
工
事
に
は
多
大

な
る
費
用
を
要
す
る
た
め
、
今
後

の
施
設
の
在
り
方
も
検
討
し
て
お

り
利
用
休
止
期
間
は
未
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
　
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

●
主
な
補
助
対
象
事
業
者

①
市
町
村
、
商
工
会
議
所
・
商
工

会
・
観
光
協
会
・
旅
館
組
合
・

N
P
O
法
人
な
ど
の
団
体

②
住
民
団
体
（
地
域
住
民
等
が
自

発
的
に
組
織
す
る
団
体
）

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

地域の支援者
（民生委員、区長等）

②要支援者の状況を報告
　避難所への移動支援の要否 社 協

警察・消防

町

③要支援者の
　移動支援を要請

③

④

②
①

④要支援者の避難所への
　移動支援

①電話等で連絡
・安否確認
・防災情報の伝達
・避難移動可否の確認

要支援者

⑤移動

避難所

地域の支援者
（消防団等）

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、密
を
避

け
実
施
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

○
パ
ー
ク
レ
ー
ン
高
崎

高
崎
市
歌
川
町
8

☎
0
2
7
―
3
2
2
―
4
5
7
1

○
藤
岡
ボ
ウ
ル

藤
岡
市
上
大
塚
1
7
3
0
―
6

☎
0
2
7
4
―
24
―
2
5
7
0

　
町
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
・
ふ

た
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
実
態
を
把

握
し
、
今
後
の
高
齢
者
保
健
福
祉

対
策
等
の
基
礎
資
料
を
得
る
事
を

目
的
に
、
毎
年
6
月
1
日
を
基
準

に
地
区
の
民
生
委
員
に
よ
る
訪
問

調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
も
昨
年
同
様
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
中
止
い
た
し
ま

す
。

　
ご
相
談
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
福

祉
課
包
括
支
援
係
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課 

包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）

　
４
月
23
日
（
金
）
に
荒
船
風
穴

友
の
会
主
催
で
、
荒
船
風
穴
見
学

者
広
場
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
有
志
の
方
も
あ
わ
せ
て
26
名

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

荒
船
風
穴
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

※
な
お
、
団
体
は
、
規
約
等
を
有

し
、
会
計
等
が
明
確
に
処
理
さ
れ

て
い
る
団
体
。

●
補
助
対
象
事
業

　
以
下
を
補
助
対
象
と
し
、
甘
楽

富
岡
振
興
局
に
お
い
て
該
当
の
可

否
を
判
断
い
た
し
ま
す
。

①
地
域
の
振
興
及
び
活
性
化
、
地

域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
事
業

で
、
地
域
振
興
調
整
費
を
活
用
す

る
こ
と
で
効
果
が
見
込
ま
れ
る
事

業
。

②
山
村
地
域
の
魅
力
あ
る
地
域
資

源
を
活
用
し
た
、
山
村
振
興
及
び

活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
事
業
。

●
問
い
合
わ
せ・申
請
先

群
馬
県
甘
楽
富
岡
振
興
局

富
岡
行
政
県
税
事
務
所
　
総
務
振

興
係

〒
３
７
０
―
２
４
５
４

富
岡
市
田
島
３
４
３
―
１

富
岡
合
同
庁
舎
内

☎
０
２
７
４
―
62
―
９
５
２
５

●
開
催
日
時

令
和
3
年
6
月
22
日
（
火
）

●
目
的

　
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
定
着

し
て
き
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
な
お
振

興
し
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
日
を
普
及

促
進
の
日
と
し
て
進
め
る
。

　
町
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
（
要
支
援

者
）
を
支
援
す
る
た
め
の
「
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
」
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
名
簿
は
、
民
生
委
員
、
区
長
、

消
防
関
係
、
警
察
等
の
地
域
の
支
援

者
に
事
前
に
提
供
し
て
お
き
、
台
風

等
の
災
害
時
に
要
支
援
者
が
自
宅

に
い
る
こ
と
が
危
険
と
判
断
し
た

場
合
、
避
難
所
ま
で
円
滑
に
移
動
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
取
組
み
に
活

用
し
ま
す
。

　
名
簿
に
は
災
害
時
に
避
難
が
心

配
で
、
個
人
情
報
の
提
供
に
同
意
が

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま

す
。登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉

課
か
地
域
の
民
生
委
員
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は

避
難
支
援
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で

必
ず
し
も
支
援
が
約
束
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
時
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
準
備
や
心
構
え

を
持
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
4

封
さ
れ
て
い
る
「
調
査
票
の
記
入
の

し
か
た
」
を
ご
覧
の
う
え
、
ご
回
答

く
だ
さ
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
も

し
く
は
郵
送
で
ご
回
答
い
た
だ
け

ま
す
。

　
皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご

回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
回
答
期
限
　
令
和
３
年
６
月
８

日（
火
）

●
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工

観
光
係
　
☎
64
―
８
８
０
５

　
近
年
、
他
県
に
お
い
て
道
路
沿

い
に
あ
る
民
地
斜
面
の
崩
落
に
伴

う
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
に
あ
る
道
路

沿
い
の
急
傾
斜
地
（
が
け
地
）
等

を
土
地
所
有
者
や
住
民
の
皆
様
が

自
主
的
に
日
常
的
な
点
検
を
実
施

す
る
こ
と
で
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
が
け
崩
れ
の
前
兆
と
思
し
き
新

た
な
亀
裂
や
浮
石
、
落
石
等
の
変

状
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
区
長
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
点
検
実
施
に
あ
た
り
斜

面
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
６
月
１
日
現
在
で
、

「
令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。こ
の
調
査

は
、
す
べ
て
の
産
業
分
野
に
お
け
る

事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動
の
状

況
を
全
国
的
・
地
域
別
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企

業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
票
は
調
査
員
が
お
伺
い
し

て
直
接
配
布
す
る
か
、
国
が
郵
送
し

ま
す
。調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、同

建
設
水
道
課
　
建
設
係
　

☎
64
―
８
８
０
７
（
直
通
）

　
「
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
」
と
は
、

も
し
認
知
症
や
病
気
で
、
自
分
の

事
を
自
分
で
決
め
る
事
が
難
し
く

な
っ
た
時
、
事
前
に
ノ
ー
ト
を
書

き
留
め
て
お
く
と
周
囲
の
人
が
こ

の
ノ
ー
ト
を
参
考
に
あ
な
た
を
支

え
て
く
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
こ
と

を
伝
え
る
こ
と
は
、
大
切
な
人
の

大
き
な
助
け
に
な
り
ま
す
。
あ
な

た
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
ご
自
身
の
こ
と
を
書
き

留
め
て
お
く
た
め
に
お
使
い
く
だ

さ
い
。

　
ノ
ー
ト
は
役
場
で
配
布
す
る
ほ

か
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係
　

☎
64
―
8
8
0
4

令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

活
動
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

急
傾
斜
地（
が
け
地
）等
の

日
常
的
な
点
検
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

避
難
時
に
支
援
が
必
要
な

人
の
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
大
切
な
人
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ「
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
」を

作
成
し
ま
し
た
。

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

下
仁
田
中
学
校
ナ
イ
タ
ー

照
明
の
利
用
休
止
に
つ
い
て

令
和
3
年
度
に
、皆
さ
ん
が
取
り
組
む

「
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
活
動
」を

支
援
し
ま
す
。

（「
地
域
振
興
調
整
費
」に
よ
る
活

動
費
へ
の
補
助
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
日
　

県
民
無
料
招
待

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

た
実
態
調
査（
ひ
と
り
暮
ら

し・ふ
た
り
暮
ら
し
調
査
）を

中
止
し
ま
す

お知らせ版お知らせ版

　
下
仁
田
中
学
校
ナ
イ
タ
ー
照
明

に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
の
老
朽

化
の
た
め
、
当
面
の
間
利
用
を
休

止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
利
用
者
や
周
辺
地
域
の
安
全
確

保
の
た
め
の
改
修
工
事
に
は
多
大

な
る
費
用
を
要
す
る
た
め
、
今
後

の
施
設
の
在
り
方
も
検
討
し
て
お

り
利
用
休
止
期
間
は
未
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
　
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

●
主
な
補
助
対
象
事
業
者

①
市
町
村
、
商
工
会
議
所
・
商
工

会
・
観
光
協
会
・
旅
館
組
合
・

N
P
O
法
人
な
ど
の
団
体

②
住
民
団
体
（
地
域
住
民
等
が
自

発
的
に
組
織
す
る
団
体
）

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

地域の支援者
（民生委員、区長等）

②要支援者の状況を報告
　避難所への移動支援の要否 社 協

警察・消防

町

③要支援者の
　移動支援を要請

③

④

②
①

④要支援者の避難所への
　移動支援

①電話等で連絡
・安否確認
・防災情報の伝達
・避難移動可否の確認

要支援者

⑤移動

避難所

地域の支援者
（消防団等）

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、密
を
避

け
実
施
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

○
パ
ー
ク
レ
ー
ン
高
崎

高
崎
市
歌
川
町
8

☎
0
2
7
―
3
2
2
―
4
5
7
1

○
藤
岡
ボ
ウ
ル

藤
岡
市
上
大
塚
1
7
3
0
―
6

☎
0
2
7
4
―
24
―
2
5
7
0

　
町
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
・
ふ

た
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
実
態
を
把

握
し
、
今
後
の
高
齢
者
保
健
福
祉

対
策
等
の
基
礎
資
料
を
得
る
事
を

目
的
に
、
毎
年
6
月
1
日
を
基
準

に
地
区
の
民
生
委
員
に
よ
る
訪
問

調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
も
昨
年
同
様
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
中
止
い
た
し
ま

す
。

　
ご
相
談
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
福

祉
課
包
括
支
援
係
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課 
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）

　
４
月
23
日
（
金
）
に
荒
船
風
穴

友
の
会
主
催
で
、
荒
船
風
穴
見
学

者
広
場
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
有
志
の
方
も
あ
わ
せ
て
26
名

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

荒
船
風
穴
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

●
受
付
期
間

令
和
３
年
６
月
１
日
（
火
）
か
ら

令
和
３
年
７
月
16
日
（
金
）
ま
で

　
但
し
、
12
月
１
日
以
降
に
取
得
し

た
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を
持
参

し
た
場
合
は
、
令
和
３
年
７
月
30
日

（
金
）
ま
で
受
付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
無
事
故
・
無
違
反

証
明
の
申
請
手
続
き
は
交
通
安
全

協
会
が
代
行
し
ま
す
の
で
、
免
許

証
、
印
鑑
、
証
明
書
代
６
７
０
円
を

持
参
し
て
富
岡
安
協
ま
た
は
、
下
仁

田
交
番
（
火
曜
日
の
み
）
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。　
ま
た
、
個
人
で
申

請
期
間
内
に
証
明
書
を
取
っ
た
方

は
、
令
和
３
年
７
月
30
日
ま
で
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章
…
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

②
銀
章
…
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

③
金
章
…
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

④
金
冠
銀
章
…
20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

⑤
金
冠
金
章
…
30
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

⑥
旭
日
金
冠
章
…
40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

●
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
富
岡
交

通
安
全
協
会
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番

（
火
曜
日
）は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
富
岡
交
通
安
全
協
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
63
―
２
４
２
４
）

※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局

と
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日

は
当
番
薬
局
へ
、
平
日
は
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

☎
82
―
２
０
３
７
℻
82
―
６
４
０
９

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

鈴
薬
局
下
仁
田
店

☎
60
―
３
０
８
８
℻
60
―
３
０
８
９

お知らせ版お知らせ版
下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
鏑
川
が
作
っ
た
段
丘
の
崖
を
２
万
２

千
本
の
あ
じ
さ
い
が
彩
り
ま
す
。段
丘
面

か
ら
は
石
器
や
土
器
片
が
た
く
さ
ん
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
段
丘
面
は
、

見
晴
ら
し
が
い
い
こ
と
か
ら
戦
国
時
代

に
は
山
城
も
築
か
れ
て
い
ま
す
。昔
の
人

が
眺
め
て
い
た
景
色
を
見
な
が
ら
ガ
イ

ド
の
話
を
聞
く
歴
史
散
歩
で
す
。

　
解
散
後
は「
下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
」の

見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、ふ
る
っ
て
ご
参

加
願
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
19
日（
土
）10
時
〜
12
時

●
集
合
　
馬
山
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
持
ち
物
・
服
装
　
飲
み
物
・
歩
き
や

す
い
靴
・
歩
き
や
す
い
服
装

●
参
加
費
　
８
０
０
円（
あ
じ
さ
い
園
協

力
金
込
み
）

●
案
内
　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

●
申
し
込
み
　
６
月
14
日（
月
）ま
で
に

下
仁
田
町
自
然
史
館
へ

※
１
　
小
雨
決
行

※
２
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
状
況
に
応
じ
て
中
止
及
び
計
画
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。参
加
さ
れ
る

方
は
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
各
自
感
染
予

防
を
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
信
州
か
ら
峠
道
を
抜
け
て
関
東
平
野

が
広
が
る
入
口
に
あ
た
る
馬
山
地
区
。

初
夏
に
は
あ
じ
さ
い
が
、秋
・
冬
に
は
立

派
な
下
仁
田
ネ
ギ
、と
時
期
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。他
に

も
、山
城
跡
や
古
代
の
遺
跡
な
ど
道
の
駅

し
も
に
た
周
辺
に
は
様
々
な
見
ど
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
片
手
に
地
元
を
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
道
の
駅
し

も
に
た
や
自
然

史
館
等
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
6
月
の
ジ
オ
の
日
は
「
は
ね
こ
し
峡
」

付
近
で
ジ
オ
の
日
の
美
化
活
動
を
行
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
20
日
（
日
）

午
前
８
時
か
ら

●
集
合
　
「
は
ね
こ
し
峡
」

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
ミ
ニ
ジ
オ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

Ｇｅｏ
で
感
じ
る
下
仁
田
町

③
段
丘
崖
に
２
万
本
の

　
あ
じ
さ
い
！

Ｇｅｏ
で
感
じ
る
下
仁
田
町

③
段
丘
崖
に
２
万
本
の

　
あ
じ
さ
い
！

ジ
オ
パ
ー
ク
馬
山
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
馬
山
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
は
９
月
で
10
周
年
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
は
９
月
で
10
周
年
!!

行
事
案
内

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

ジオパークHP

Facebook

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

令
和
３
年
秋
の
優
良

自
動
車
運
転
者
表
彰
申
請

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

６
月６ 271320

７
月22 1118

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

下
仁
田
調
剤
薬
局

鈴
薬
局
下
仁
田
店

23
４
・
25

下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
職
員
用
と
し

て
利
用
し
て
い
た
次
の
土
地
・
建
物
を

売
却
い
た
し
ま
す
。

●
売
却
対
象
物
件
及
び
売
却
金
額

●
購
入
申
込
方
法

申
込
期
間
　
令
和
３
年
　

６
月
１
日
（
火
）
〜
９
月
30
日
（
木
）
ま
で

●
申
込
先

下
仁
田
厚
生
病
院
　
事
務
部
　
総
務
課

※

申
込
者
が
複
数
名
い
る
場
合
は
、
抽

選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
必
要
書
類
・
申
込
条
件

下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

売
却
実
施
要
領
に
よ
る
。

●
注
意
事
項
　
土
地
及
び
建
物
は
現
状

の
ま
ま
の
売
却
と
な
り
ま
す
。

所
有
権
移
転
登
記
等
に
係
る
費
用
は
別

途
購
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
　
土
地
・
建
物
の
売
却
に
関

す
る
詳
細
は
下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

確
認
下
さ
い
。

https://w
w
w
.shim

onitakosei-hosp.jp/

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
　
☎
82
―
３
５
５
５

下
仁
田
厚
生
病
院
所
有
の
土
地
・
建
物
を

売
却
し
ま
す

物件番号①

所在地大字大桑原
206-3

宅地

236.87㎡
（約71.6坪）

61.28 ㎡
（約18.5坪）

木造平屋

昭和57 年

1,731,783円

②

大字大桑原
206-5

宅地

239.71㎡
（約72.5坪）

61.28 ㎡
（約18.5坪）

木造平屋

昭和57 年

1,747,612円

③

大字大桑原
206-10

宅地

263.57㎡
（約79.7坪）

61.28 ㎡
（約18.5坪）

木造平屋

昭和57 年

1,886,477円 売却金額

土
地

地
目
面
積

建
物

構
造
延
床
築
年
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

●
受
付
期
間

令
和
３
年
６
月
１
日
（
火
）
か
ら

令
和
３
年
７
月
16
日
（
金
）
ま
で

　
但
し
、
12
月
１
日
以
降
に
取
得
し

た
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を
持
参

し
た
場
合
は
、
令
和
３
年
７
月
30
日

（
金
）
ま
で
受
付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
無
事
故
・
無
違
反

証
明
の
申
請
手
続
き
は
交
通
安
全

協
会
が
代
行
し
ま
す
の
で
、
免
許

証
、
印
鑑
、
証
明
書
代
６
７
０
円
を

持
参
し
て
富
岡
安
協
ま
た
は
、
下
仁

田
交
番
（
火
曜
日
の
み
）
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。　
ま
た
、
個
人
で
申

請
期
間
内
に
証
明
書
を
取
っ
た
方

は
、
令
和
３
年
７
月
30
日
ま
で
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章
…
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

②
銀
章
…
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

③
金
章
…
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

④
金
冠
銀
章
…
20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

⑤
金
冠
金
章
…
30
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

⑥
旭
日
金
冠
章
…
40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

●
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
富
岡
交

通
安
全
協
会
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番

（
火
曜
日
）は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
富
岡
交
通
安
全
協
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
63
―
２
４
２
４
）

※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局

と
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日

は
当
番
薬
局
へ
、
平
日
は
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

☎
82
―
２
０
３
７
℻
82
―
６
４
０
９

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

鈴
薬
局
下
仁
田
店

☎
60
―
３
０
８
８
℻
60
―
３
０
８
９

お知らせ版お知らせ版
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
鏑
川
が
作
っ
た
段
丘
の
崖
を
２
万
２

千
本
の
あ
じ
さ
い
が
彩
り
ま
す
。段
丘
面

か
ら
は
石
器
や
土
器
片
が
た
く
さ
ん
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
段
丘
面
は
、

見
晴
ら
し
が
い
い
こ
と
か
ら
戦
国
時
代

に
は
山
城
も
築
か
れ
て
い
ま
す
。昔
の
人

が
眺
め
て
い
た
景
色
を
見
な
が
ら
ガ
イ

ド
の
話
を
聞
く
歴
史
散
歩
で
す
。

　
解
散
後
は「
下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
」の

見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、ふ
る
っ
て
ご
参

加
願
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
19
日（
土
）10
時
〜
12
時

●
集
合
　
馬
山
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
持
ち
物
・
服
装
　
飲
み
物
・
歩
き
や

す
い
靴
・
歩
き
や
す
い
服
装

●
参
加
費
　
８
０
０
円（
あ
じ
さ
い
園
協

力
金
込
み
）

●
案
内
　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

●
申
し
込
み
　
６
月
14
日（
月
）ま
で
に

下
仁
田
町
自
然
史
館
へ

※
１
　
小
雨
決
行

※
２
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
状
況
に
応
じ
て
中
止
及
び
計
画
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。参
加
さ
れ
る

方
は
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
各
自
感
染
予

防
を
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
信
州
か
ら
峠
道
を
抜
け
て
関
東
平
野

が
広
が
る
入
口
に
あ
た
る
馬
山
地
区
。

初
夏
に
は
あ
じ
さ
い
が
、秋
・
冬
に
は
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す
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古
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道
の
駅
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に
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ど
こ
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り
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す
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ん
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ひ
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に
地
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て
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て
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か
が
で
し
ょ
う

か
？
道
の
駅
し

も
に
た
や
自
然

史
館
等
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
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の
ジ
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の
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「
は
ね
こ
し
峡
」

付
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ジ
オ
の
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化
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を
行
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す
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皆
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の
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す
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日
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※
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内

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

ジオパークHP

Facebook

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

令
和
３
年
秋
の
優
良

自
動
車
運
転
者
表
彰
申
請

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

６
月６ 271320

７
月22 1118

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

下
仁
田
調
剤
薬
局

鈴
薬
局
下
仁
田
店

23
４
・
25

下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
職
員
用
と
し

て
利
用
し
て
い
た
次
の
土
地
・
建
物
を

売
却
い
た
し
ま
す
。

●
売
却
対
象
物
件
及
び
売
却
金
額

●
購
入
申
込
方
法

申
込
期
間
　
令
和
３
年
　

６
月
１
日
（
火
）
〜
９
月
30
日
（
木
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ま
で

●
申
込
先

下
仁
田
厚
生
病
院
　
事
務
部
　
総
務
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※

申
込
者
が
複
数
名
い
る
場
合
は
、
抽

選
と
さ
せ
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頂
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ま
す
。

●
必
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書
類
・
申
込
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件

下
仁
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ホ
ー
ム
ペ
ー
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権
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記
等
に
係
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購
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と
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ま
す
。

●
そ
の
他
　
土
地
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下
仁
田
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ホ
ー
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ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

確
認
下
さ
い
。

https://w
w
w
.shim

onitakosei-hosp.jp/

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
　
☎
82
―
３
５
５
５

下
仁
田
厚
生
病
院
所
有
の
土
地
・
建
物
を

売
却
し
ま
す

物件番号①

所在地大字大桑原
206-3

宅地

236.87㎡
（約71.6坪）

61.28 ㎡
（約18.5坪）

木造平屋

昭和57 年

1,731,783円

②

大字大桑原
206-5

宅地

239.71㎡
（約72.5坪）

61.28 ㎡
（約18.5坪）

木造平屋

昭和57 年

1,747,612円

③

大字大桑原
206-10

宅地

263.57㎡
（約79.7坪）

61.28 ㎡
（約18.5坪）

木造平屋

昭和57 年

1,886,477円 売却金額

土
地

地
目
面
積

建
物

構
造
延
床
築
年
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◆下仁田地区

　新型コロナウイルス感染症拡大により延期していた成人式が、5月2日(日)に下仁田町文化ホールにおいて
挙行されました。新成人45名が晴れ姿で出席しました。
　今年は新型コロナウイルス感染症対策(規模の縮小・式典の短縮・検温・3密防止等)を行った上で開催しま
した。
　式典では町長が大人への門出をお祝いして、新成人にエールを送りました。
　また、新成人を代表して野口真さん(下仁田地区)が「自らの行動に責任を持ち、生まれ育った下仁田町に
誇りを持ち、いつまでも学び今後とも成長し続けたい」と力強く謝辞を述べました。

　新型コロナウイルス感染症拡大により延期していた成人式が、5月2日(日)に下仁田町文化ホールにおいて
挙行されました。新成人45名が晴れ姿で出席しました。
　今年は新型コロナウイルス感染症対策(規模の縮小・式典の短縮・検温・3密防止等)を行った上で開催しま
した。
　式典では町長が大人への門出をお祝いして、新成人にエールを送りました。
　また、新成人を代表して野口真さん(下仁田地区)が「自らの行動に責任を持ち、生まれ育った下仁田町に
誇りを持ち、いつまでも学び今後とも成長し続けたい」と力強く謝辞を述べました。

●出席者　45名
（男：31、女：14）
●出席者　45名
（男：31、女：14）

令和3年成人式 ～大人の門出～令和3年成人式 ～大人の門出～令和3年成人式 ～大人の門出～

氏　　　名

飯ヶ濵拓郎

岡野　真士

黒澤　優斗

下山　篤志

氏　　　名

下山　佳祐

下山　紗佳

土屋　幸輝

永井　琢真

氏　　　名

橋　英里奈

堀口　遥媛

森下　　竣

№
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№
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7

8

№

9
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◆馬山地区
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今井　祐希

榎本凍希也

神戸　瞳哉　

小井土明弘

小林明日香

阪本　　満
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阪本　　稔

重田　夏実

瀧上　　玲

田畑　萌夏

野口　　真

平柳　慶悟
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平栁　太陽

藤田　直樹

堀口　陽向

松本　美悠

№
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6

№

7

8
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11
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№
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16

◆小坂地区

◆西牧地区

氏　　　名

青木　拓海

青木　大也

岡田　紗英

氏　　　名

荻野　　楓

神戸　小雪

佐藤　太星

氏　　　名

並木　　蓮

№

1

2

3

№

4

5

6

№

7

氏　　　名

工藤　颯禎

小井土恵一

氏　　　名

佐藤　加奈

神宮　海斗

氏　　　名

永井絵梨香

永井　一生

№

1

2

№

3

4

№

5

6

氏　　　名

岩崎　久徳

神戸　　迅

氏　　　名

神戸　登加

黒澤　遥香

氏　　　名

茂木　虹成

№

1

2

№

3

4

№

5

◆青倉地区

▲代表者謝辞▲代表者謝辞

●
対
象
者

　
令
和
３
年
4
月
1
日
現
在
で
50

歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
方

●
日
　程

　
6
月
1
日（
火
）か
ら
11
月
30
日

（
火
）（
土
日
祝
日
除
く
）

●
場
　所
　 下
仁
田
厚
生
病
院

●
受
診
料
　
1
5
0
0
円

●
内
　容
　
経
口
又
は
経
鼻
胃
内

視
鏡
検
査

●
申
込
方
法

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。（
☎
82
―
5
4
9
0
）

　
予
約
し
た
方
に
は
受
診
券
等
の

必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

　
今
年
度
中
、バ
リ
ウ
ム
検
診
と

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
保
健
推
進
係（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）☎
82
―
5
4
9
0

2
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
!!

胃
が
ん
（
胃
カ
メ
ラ
）

検
診
の
ご
案
内

受診前にまずは電話相談を！
◆かかりつけ医、または近くの医療機関に電話で相談する。電話診療により、発熱外来
の紹介・予約をお知らせされます。
◆かかりつけ医がなくどこへ電話してよいか迷う場合は
「群馬県受診・相談コールセンター」（☎0570－082－820：24時間対応）に電話する。診療・検査外来の
案内や、新型コロナウイルス感染症に関する一般相談にも対応します。
※小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、または小児科病院群輪番制の当番病院で
の受診となります。

発熱がある場合の受診方法

6月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

6/17（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

6/8（火）

１０：００～１１：３０
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挙行されました。新成人45名が晴れ姿で出席しました。
　今年は新型コロナウイルス感染症対策(規模の縮小・式典の短縮・検温・3密防止等)を行った上で開催しま
した。
　式典では町長が大人への門出をお祝いして、新成人にエールを送りました。
　また、新成人を代表して野口真さん(下仁田地区)が「自らの行動に責任を持ち、生まれ育った下仁田町に
誇りを持ち、いつまでも学び今後とも成長し続けたい」と力強く謝辞を述べました。

　新型コロナウイルス感染症拡大により延期していた成人式が、5月2日(日)に下仁田町文化ホールにおいて
挙行されました。新成人45名が晴れ姿で出席しました。
　今年は新型コロナウイルス感染症対策(規模の縮小・式典の短縮・検温・3密防止等)を行った上で開催しま
した。
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受診前にまずは電話相談を！
◆かかりつけ医、または近くの医療機関に電話で相談する。電話診療により、発熱外来
の紹介・予約をお知らせされます。
◆かかりつけ医がなくどこへ電話してよいか迷う場合は
「群馬県受診・相談コールセンター」（☎0570－082－820：24時間対応）に電話する。診療・検査外来の
案内や、新型コロナウイルス感染症に関する一般相談にも対応します。
※小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、または小児科病院群輪番制の当番病院で
の受診となります。

発熱がある場合の受診方法

6月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

6/17（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

6/8（火）

１０：００～１１：３０
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約３分間の健康講話が聞けます
月／タバコと歯周病　　　　　火／口腔機能低下症ってなんだ？
水／こどもの夜泣き　　　　　木／お酒との上手なつきあい方
金／カンガルーケアについて　土日／役に立つお薬手帳
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆9日（水）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン６月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（6月～7月）」

富岡保健福祉事務所　6月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月25日（金）

6月8日（火）
7月6日（火）

7月30日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和3年2月～3月生まれ

令和2年11月～12月生まれ

令和2年8月～9月生まれ

令和2年5月～6月生まれ

令和元年11月～12月生まれ

平成元年5月～6月生まれ

平成30年11月～12月生まれ

平成30年5月～6月生まれ

平成２9年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

6月11日（金）
予約締切日
6月9日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

6月7・21（月）

6月8日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

休止中です
富岡甘楽新型コロナ発熱外来設置中のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

広
報しもにた

『知って実践フレイル予防』

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

●【お知らせ】
　6月のフレイル予防講座は、コロナウィルス感染症予防のため中止いたします。
　再開時には改めてお知らせいたします。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会
　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　＃８０００
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

●高齢期におこるからだの変化

　フレイル予防には、食生活・口腔ケア・運動が大切です。

食べる量が減り･･･

低栄養

□かむ力の低下　　　　 □味覚・臭覚の鈍化

□唾液の分泌量減少　　 □のどの渇きを感じにくい

□飲み込む力の低下　 　□食欲低下

□消化液の分泌量減少 　□腸の運動能力の低下

体重減少 ／ 筋力低下
生活自立度低下

健康健康

●食生活のポイント
3食しっかり、バランスよく、たんぱく質、エネルギーを意識して。
●おいしく楽しく食べ続けるために、お口の健康も大切です。
①食べたらみがいて、お口の中を清潔に、血行の良い歯ぐきに。
②入れ歯のお手入れを欠かさずに、合わなくなったら調整を。
③定期的に歯科医院へ行き、早めに対処。
④意識してお口を動かしましょう。
・『パ・タ・カ・ラ』と声を出す体操
・声を出して新聞や本を読む
・早口言葉で声を出しましょう
湿度の高い梅雨時から梅雨明けにかけて、熱中症予防も必要です。
のどの乾きを感じないうちに、こまめな水分補給を心がけましょう。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆６月６日（日）宮崎誠先生（宮崎医院）
◆６月２０日（日）菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
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約３分間の健康講話が聞けます
月／タバコと歯周病　　　　　火／口腔機能低下症ってなんだ？
水／こどもの夜泣き　　　　　木／お酒との上手なつきあい方
金／カンガルーケアについて　土日／役に立つお薬手帳
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆9日（水）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン６月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（6月～7月）」

富岡保健福祉事務所　6月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月25日（金）

6月8日（火）
7月6日（火）

7月30日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和3年2月～3月生まれ

令和2年11月～12月生まれ

令和2年8月～9月生まれ

令和2年5月～6月生まれ

令和元年11月～12月生まれ

平成元年5月～6月生まれ

平成30年11月～12月生まれ

平成30年5月～6月生まれ

平成２9年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

6月11日（金）
予約締切日
6月9日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

6月7・21（月）

6月8日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

休止中です
富岡甘楽新型コロナ発熱外来設置中のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

広
報しもにた

『知って実践フレイル予防』

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

●【お知らせ】
　6月のフレイル予防講座は、コロナウィルス感染症予防のため中止いたします。
　再開時には改めてお知らせいたします。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会
　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　＃８０００
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

●高齢期におこるからだの変化

　フレイル予防には、食生活・口腔ケア・運動が大切です。

食べる量が減り･･･

低栄養

□かむ力の低下　　　　 □味覚・臭覚の鈍化

□唾液の分泌量減少　　 □のどの渇きを感じにくい

□飲み込む力の低下　 　□食欲低下

□消化液の分泌量減少 　□腸の運動能力の低下

体重減少 ／ 筋力低下
生活自立度低下

健康健康

●食生活のポイント
3食しっかり、バランスよく、たんぱく質、エネルギーを意識して。
●おいしく楽しく食べ続けるために、お口の健康も大切です。
①食べたらみがいて、お口の中を清潔に、血行の良い歯ぐきに。
②入れ歯のお手入れを欠かさずに、合わなくなったら調整を。
③定期的に歯科医院へ行き、早めに対処。
④意識してお口を動かしましょう。
・『パ・タ・カ・ラ』と声を出す体操
・声を出して新聞や本を読む
・早口言葉で声を出しましょう
湿度の高い梅雨時から梅雨明けにかけて、熱中症予防も必要です。
のどの乾きを感じないうちに、こまめな水分補給を心がけましょう。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆６月６日（日）宮崎誠先生（宮崎医院）
◆６月２０日（日）菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

6
月
26
日（
土
）・6
月
27
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
木
）・
18
日（
金
）・
２9
日

（
火
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

９
日（
金
）・
20
日（
火
）・
２9
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

５
月
３１
日
が
納
期
限
で
し
た
が
、８

月
上
旬
頃
ま
で
役
場
会
計
課
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

ま
た
、不
動
産
取
得
税
等
他
の
県
税

も
納
付
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利

用
下
さ
い
。

町
県
民
税
１
期

納
期
限
は
6
月
３0
日（
水
）で
す

月
6

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

6
月
の
支
払
日

7
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
は
会
計
課
で

納
付
で
き
ま
す

66 有
料
広
告

令和3年成人式開催令和3年成人式開催

新型コロナウイルス感染拡大防止対策により
1月から5月へ延期し、マスク着用・消毒・検温表を
確認の上、5月2日、文化ホールにて開催しました。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策により
1月から5月へ延期し、マスク着用・消毒・検温表を
確認の上、5月2日、文化ホールにて開催しました。

人口
　男
　女
世帯

（　11）
（　 1）
（　10）
（　 3）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,909人
3,402人
3,507人
3,269世帯

転入  11人/  出生 1人
転出  14人/  死亡 9人

（5月1日現在）

（4月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No782

月月

有
料
広
告

4月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（敏　子）
（小井圡潔）
（村山久美子）
（重　章）
（誠　司）
（文　子）
（永井勝）

下　町
下　町
中　央
大桑原
宮　室
小　川
東　町

伊原　昇一
中島　友子
飯野　幸雄
上原　進　
今井　まさ子
小金澤　よし
黒澤　ケイ

プライド・イン
次世代を担う
地域の宝

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
高　橋　豪太朗  　（高崎市）
小井圡　結羽　 　 （大　坂）｛

　　　　　 
●新型コロナウイルスワクチンについて・・・・・・・・・・・P4～P5
●地域応援商品券を発送します・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6
●成人式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P24

トピックス

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※
当面の間
10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※
当面の間

営
業
時
間

急
募

皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。

いっしょに働きませんか？パート・社員大募集!!いっしょに働きませんか？パート・社員大募集!!
【パート】若干名　年齢不問
①フロント②レストランホール③洗い場④清掃
時給９００円　土日祝は９５０円　１８時以降　１,０００円　土日祝は　１,０５０円
【社員】
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

【パート】若干名　年齢不問
①フロント②レストランホール③洗い場④清掃
時給９００円　土日祝は９５０円　１８時以降　１,０００円　土日祝は　１,０５０円
【社員】
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

憩いと癒しのひとときを当館で憩いと癒しのひとときを当館で

営業時間短縮のお知らせ営業時間短縮のお知らせ

●お問い合わせ　下仁田町大字南野牧9326-1　☎0274-67-5577


